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主な内容

春 夏 秋 冬

「全ての夢は実現でき
る。追いかける勇気が
あるなら。」　ウォルト・
ディズニー

私の学生時代は春休
み～新学期、後期試験
が無事終わると長期の
休暇が得られ、アルバ

イト、部活動、旅行な
ど、充分にリフレッシュ
する時間が得られまし
た。社会人になると長
期休暇は夏季、正月の
１週間程度であり、ゆっ
くり新しいことを考え
る余裕がなくなります。
そこでいよいよやって
くる働き方改革により、
今よりまとまった時間
を得ることが可能にな
ると、ワーク・ライフ
バランスが高まり、心

身ともに健康になる充
実した生き方ができる
のではと期待されてい
ます。日本人は働いて
いる割には労働生産性
が低いといわれ、リフ
レッシュできていない
ことも関係しているか
もしれません。例えば
北欧のノルウェーは、
人口が 500 万人程度と
圧倒的に少ないながら
も、労働生産性上位国
の常連に位置し、その

要因として、フレキシ
ブルな労働環境が一因
とされています。同じ
ことを日本の医療現場
にいきなりあてはめる
のは困難なことは重々
承知ですが、医師業務
では当直、宿直の仕組
みなどの既成概念を取
り払う必要があるかも
しれません。

2023 年 1 月、新病棟
がオープン、職場の環
境も大きく変わり、心

機一転となる環境にな
りました。コロナ禍も
完全ではないものの終
息への兆し、5 類感染
症へと引き下がります。
コロナ禍の影響でネッ
ト、WEB 会議には慣れ、
その成果を継承しつつ、
久しぶりの対面授業が
いよいよ始まります。
数年にわたるコロナ禍
で、暖かい春なのに冷
え込んだ感はありまし
たが、皆様、今年は例

年より前向きな気持ち
になっていませんか。
この聖マリアンナ医科
大学は、皆様のキャリ
ア形成を実践していく
ための土壌の整った環
境であり、職員、学生
の皆様がより豊かな人
生が送れることを信じ
ています。

脳神経内科学
教授　白石　眞

令和 4 年度 第 47 回
医学部医学科 卒業証書・学位記授与式

『白珪尚可磨』の心を忘れずに、
倫理観ある診療を

新しい春を迎えて

（第 2・3 面）
（第 4 面）
（第 5 面）
（第 6 面）
（第 7 面）
（第 8 面）
（第 9 面）

（第 10・11 面）
（第 12 面）

（第 1 面）

令和 4 年度 第 44 回　看護専門学校 卒業証書授与式

感謝の意を忘れず、自ら定めた目標に精進

第 47 回医学部医学科卒業証書・学
位記授与式は 3 月 3 日（金）午後 1 時
から医学部本館 6 階大講堂で執り行
われた。過去 3 年間は規模を縮小し
ての開催となっていたが、今年度は卒
業生 1 名につき、保護者 2 名までの出
席を可能とし、久方ぶりの賑やかな

卒業式となった。
今年度の卒業生

は 117 名。一人ひ
とりに北川博昭学
長より卒業証書・
学位記が手渡され
た。続いて「明石
賞」、「医学会賞」、

「聖医会賞」、「保護
者会賞」が表彰さ

れた。（2 面に受賞者の声）
学事報告では加藤智啓医学部長よ

り、「諸君はコロナ禍を乗り越え、総
時間数 7,285 時間を履修し、所定の課
程を修了いたしました。これにより

『生命の尊厳』について深い認識を持
ち、人類社会に奉仕し得る医師とな
るために、正しく判断・行動し、そ

れらを生涯にわたって実践し得る基
礎を確立するという卒業時の目標を
達成しました」と報告された。

北川学長は式辞で「私たちは聖マ
リアンナ医科大学の教育でキリスト
教的人類愛が自然に身につき、それ
が COVID-19 に対する取り組みに実
践として示すことができました。医
師は生涯、学修が必要であり、倫理
観を持って診療に心がけなければな
りません。『白珪尚可磨』という言葉
にもあるように磨きようがないもの
をさらに磨く、その努力が大切です。
その心を忘れず、今日の仲間たちを
大切に皆さんで母校を育てていって
ください」と卒業生に言葉を贈った。

明石理事長の祝
辞では、「地域医療
構想の進展により、
今後は病院医療提
供の効率化が推進
され、病床数の削
減と機能区分の徹
底は諸君の修練と
就労の場の減少に

つながるでしょう。
諸君にとって大き
な課題は、新しい
制度に伴う環境の
変化を充分に理解
し、適切な対応を
図ることです。こ
れまでに身に付け
た本学の建学の理
念に沿った行動が、必ず多くの人々
の信頼の糧となるのは間違いありま
せん。迷いが生じたときはいつでも
母校を頼ってください。本学は永遠
に諸君の信頼できる支援者であり続
けます」と卒業生に多くの期待をこ
めた。

聖医会の岸忠宏会長は、「皆さんが
後期研修を修了する頃にはリニュー
アル工事も終わり、大学病院はグラ
ンドオープンを迎えている予定です。

第 43 回看護専門学校卒業証書授与
式は、3 月 2 日（木）午後 1 時より医学
部本館 6 階大講堂で挙行され、85 名
の卒業生が鈴木昌子校長から卒業証

書を手渡された。また「理事長賞」「同
窓会賞」「皆勤賞」が表彰された。（3
面に受賞者の声）

式辞で鈴木校長は「3 年間の課程
をやり遂げた皆さんは人
との縁の大切さを実感し、
縁をつないでいくことが
皆さんの大きな力となり、
先を照らす希望の光を与
えてくれるということを
知ったと思います。「キリ
スト教的人類愛と生命の
尊厳を基本とし国際社会
に貢献しうる看護実践者
を育成する」という教育
理念を十分理解し卒業を
迎えた皆さん、これから

も自分と関わる全
ての人々への感謝
の意を忘れず、他
者への理解を深め、
自らを信じ、自ら
定めた目標に向か
い精進してください」と卒業生のさ
らなる成長を願った。

明石勝也理事長は「コロナ禍の困
難から世界中の人々が逃れようとし
ているにも関わらず、ウクライナで
は激しい戦いが続いており、トルコ、
シリアは大震災に見舞われ、世界は
救いを求める声で溢れています。目
の前の患者さん通して救いを求める
人々に共感して欲しいと思います。
皆さんが本学で学び身に付けたのは、

知識や実技だけではなく、マリアン
ナスピリッツであることも忘れない
でください」とお祝いの言葉を贈っ
た。

また北川博昭学長は、「皆さんが過
ごされた 3 年間はコロナ禍で世界中
が大きな変革を遂げなければならず、
講義の形式や会議の形式が大きく変
わり、ワクチン開発、治療薬の開発
など医学も大変な進化と変貌を遂げ
ました。今年になりやっとコロナ禍
という名の長いトンネルの出口にわ
ずかな光が見えてきたような感じが
いたします。ともに学んだ友達との
思いを胸に 4 月からそれぞれの新た
な職場で笑顔を忘れないで患者さん
のために存分にご活躍ください」と
激励した。

このあと卒業生代表が挨拶をし（3
面に詳細）、小田武彦司祭が祝福の祈
りをささげた。卒業生たちの輝かし
い前途を願う心のこもった卒業証書
授与式となった。

本学以外で研修を
される皆さんもぜ
ひ本学に戻って新
しい病院でその力
を発揮してほしい
と 思 っ て い ま す。
本学の次の 50 年を
支えていくのは皆
さんです。しっか
りとした自覚を持ち、人に愛され信
頼される医師となってください」と
祝辞を贈った。

続いて卒業生代表による宣誓、送辞・
答辞（2 面に詳細）記念品（ステンド
グラス）の寄贈、小田武彦司祭（宗教
学特任教授）による祈願が行われた。

この日、多くの祝福と激励を受け、
卒業生たちは感慨深く医療人への道
を踏み出した。

北川博昭学長より卒業証書を授与される豊福伸幸さん

明石勝也 理事長

北川博昭 学長

鈴木昌子 校長

岸 忠宏 聖医会会長

加藤智啓 医学部長

は っ け い な お み が く べ し

受賞者からひとこと
大学院医学研究科 学位記授与式 / 他
定年のごあいさつ / 定年退職者一覧 / 他
令和 5 年度 医学部 入学式 / 看護専門学校 入学式 / 他
カリキュラム紹介 / スチューデントドクター宣誓式 / 他
教室・施設紹介 / 令和 4 年度 国家試験結果報告
卒業生を訪ねて -2- / 在学生紹介 -2-
科学研究費補助金・交付決定者一覧 / 他
附属病院・施設だより

令和 4 年度 医学部 卒業証書・学位記授与式 /
　　　　　 看護専門学校 卒業証書授与式 / 他

鈴木校長から卒業証書を授与される野瀬成美さん



（ 2 ） 2023 年（令和 5 年）5 月 31 日 第 122 号

明 石 賞 明 石 賞

医学会賞 聖医会賞 保護者会賞

明 石 賞

答　　　辞送　　　辞宣　　誓

受賞者からひとこと

◆ 明石賞
6 年間を通して成績が
優秀であった者

◆ 医学会賞
卒業時の成績が優秀で
あった者

◆ 聖医会賞
成績が優秀で学生自治会
等において活動が著しく
将来本学への貢献が期待
できる者

◆ 保護者会賞
学生生活の活性化及び
社会活動に貢献した者
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本日は、このような式典を開催いただき、
誠にありがとうございます。新型コロナウ
イルスの影響により登校や実習が制限され
ることもありましたが、6 年間、精一杯学
業に励むことができました。臨床実習では
緊張感に身が引き締まる思いでしたが、学
んだ知識をより深めるとともに患者さんと
の信頼関係の築き方など、貴重な経験をし

ました。コロナ禍でも自分たちにできることを精一杯考
え、やり遂げることができました。その中で支え合って
きた学友は生涯大切なかけがえのない存在です。

4 月からは研修医として新たな一歩を踏み出します。こ
れからも初心を忘れずに、患者さんに寄り添い、この聖
マリアンナ医科大学で学んだ愛ある医療を実践できるよ
う日々研鑽を重ねてまいります。

私たちは聖マリアンナ医科大
学での学生生活の中で、嬉しい
ことばかりではなくつらいこと
も多く経験して人間性を養い、
育んできました。コロナ禍で講
義や試験も変則的な対応を余儀
なくされました。そのような状
況下で私たちを励まし、支えて

くれたのは家族や友人、同じ志を持つ学友と
いった身近な人たちです。

これから医学を実践する私たちは、日々研
鑽し、さらなる医学の発展に寄与すること、
そして聖マリアンナ医科大学で学んだ人類愛
の下に、生命に誠心誠意尽くすことを、ここ
に宣誓いたします。

卒業生の皆様のご卒業を心よ
りお慶び申し上げます。私たち
はいつも先輩方の背中を追いか
け、支えられてきました。私たち
を導き、優しく、時に厳しく接し
ていただいた先輩方との日々は
かけがえのない思い出です。

4 月から医師として臨床の場
に立つにあたり、新しい環境での挑戦を心細
く感じることがあるかもしれません。そんな
時は苦楽を共にした仲間や私たち後輩を思い
出してください。生命の尊厳を基調とし、愛
にあふれた医療人として無限の可能性を秘め
た未来にはばたく先輩方を在学生一同、心よ
り応援しております。

このような賞を受賞で
き、家族にそして６年間
関わっていただいた全て
の方々に感謝の言葉を伝えたいです。で
きるだけ早く医師になることを目指し、
努力ができたのは家族や周囲の方々の支
えがあったからこそです。

1 年生の春休みに自分が患者として手
術を経験しました。その後、授業で臨床
実習を経験する中で、患者さんから見え
る手術室、病室、外来といった景色は医
療者側から見るそれとは異なるような気
がしました。その気づきを医師になって
実際の現場で生かし、患者さんに信頼さ
れ、必要とされる医師になりたいです。

学業だけでなく部活動
やオープンキャンパス、
国試対策委員会での活動
も評価されたことを大変光栄に思いま
す。部活動では、MESS 部のぬいぐる
み病院の活動で、幼稚園の園児 たちと
ぬいぐるみを患者さんに見立てた診察
ごっこをしたことが大変印象に残ってい
ます。大学ではいろいろな経験を積むた
めに自分のできることには積極的に参加
してきました。それぞれの活動で出会っ
た方々の支えがあり、続けることができ
ました。勉強も大切ですが、友人と過ご
す日々もかけがえのないものです。悩ん
でいる仲間がいたら手を差し伸べる優し
さを大事にしてください。

私は「応援してくださ
る方への感謝と人前に出
る責任を肝に銘じ、大学
や学部を超えた活動すること」を一番大
切にしていました。学生生活で特に印象
に残っていることは、4 年次に学外オー
ケストラで代表を務めたことです。コロ
ナ禍で閉塞感が漂う社会を音楽で変えた
いとリモート演奏 YouTube 公開やクラ
ウドファンディングを行い、その活動は
文化放送「大竹まことゴールデンラジ
オ！」でも取り上げられました。自分で
チャンスをつかみに行くとそれに応えて
もらえ、個人の努力をこの様に評価して
くださることを大変ありがたく感じてい
ます。

学生生活で特に意識をしていたこ
とは、学業とプライベートのメリハ
リをつけることです。講義中に要点
を理解し、地道に勉強に取り組んだ
ことが明石賞の受賞に繋がったと思っています。

臨床実習では希少な癌の患者さんを診察する機
会があり、ご自身の葛藤や死生観、覚悟など様々
なお話をさせていただいたことが印象に残ってい
ます。先生方にも熱心に指導をしてもらい、サポー
ト体制も充実していたことが支えになりました。
今後は人間味があり、幅広い年代の方々に頼りに
してもらえるような医師になれるよう、努力して
いきたいと思います。

栄誉ある賞を受賞でき大変うれし
く思います。オタク気質な私にとっ
て医学の勉強は非常に面白く、気が
付いたら医学の世界に没頭してい
ました。学生生活では、自分が聖書にあるように「地
の塩、世の光」になるという信念をもって、人の
役に立つことを心掛けました。学業では振り返り
による課題の抽出を行い、解決する行動パターン
を繰り返してきました。実習では診療科の垣根が
無く、一人の患者さんを各科連携で診療する全人
的医療を学べたことも大切な経験でした。今後は、
ひとつの分野においてのスペシャリストになり信
頼される医師になれるよう努力していきます。

明石賞の受賞は、辛いことも多
かったですが、努力がひとつの形に
なったことのように思えとても嬉
しいです。6 年間で一番印象に残っ
ていることは、M.C.C で病棟のコンサートを行っ
た時のことです。合唱を聞いてくださった患者さ
んの中には泣いている方もいて、とてもやりがい
のある活動でした。友人も先生方もフレンドリー
で優しい人が多く、学校生活ではたくさん支えて
いただきました。将来は父のように地域に貢献で
きる医師を目指したいです。在校生の皆さんも、
勉強と遊びと休息とを全て大切にして、これから
も頑張ってください。

−選考基準−
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第 47 回 医学部卒業式 集合写真

在校生代表 5 年
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理事長賞

皆 勤 賞 皆 勤 賞 皆 勤 賞

同窓会賞 皆 勤 賞 皆 勤 賞

卒業生の挨拶

◆ 理事長賞
資性温厚で、成績優秀な者

◆ 同窓会賞
学生間の人望が厚く、学業に
秀れ、卒業後も同窓会の発展
に努めることが期待される者

◆ 皆勤賞
在学中に皆勤した者

受賞者からひとこと

時間が無いと諦める
のではなく、少しでも
時間を確保できるよ
う、常に効率の良さを意識して勉強
時間を確保してきました。

母性実習では、母子分離状態とな
り不安を抱えている褥婦さんにどう
関わるべきか、文献を調べながら実
践したことが大きな学びとなりまし
た。

患者さんの気持ちに寄り添った看
護を提供していきたいです。

もともと体は丈夫な
のですが、忙しい時期
に意識的に早く就寝し
たり、時間が無くても朝食をきちん
と摂ることを心掛けたりと、体調管
理には留意しました。

授業では精神看護学実習が印象的
で、患者さんと向き合うことの意義
を学ぶことができました。今後は患
者さんやその家族はもちろん、一緒
に働く同僚にも親しまれる看護師に
なりたいです。

辛いときもありまし
たが、素敵な仲間たち
に巡り合えたので、3
年間を何とか乗り切ることができま
した。

学んだ知識や技術を実践するのは
もちろんですが、患者さんと真剣に
向き合い、その方の将来がより良い
ものになるよう一緒に考えられるよ
うな看護師になりたいです。

小さな疑問や曖昧な
知識はその都度調べ、
理解して身に付けるよ
う心掛けました。看護に関する知識
や技術はもちろんですが、実習を通
じて患者さんから直接学ばせていた
だいたことはとても貴重な経験とな
りました。今後、助産師の資格をと
るため進学しますが、患者さんに対
する感謝の気持ちを忘れず、患者さ
んに寄り添い、不安な気持ちを安心
に変えてあげられるような看護師を
目指します。

体調管理や周囲のサ
ポートのお陰で 3 年間
を乗り切ることができ
ました。

講義で学んだことを、臨床の現場
で医師や看護師の方々から直接ご指
導いただけたのが実践的で良かった
です。

今後は患者さんに心身ともに寄り
添い、退院後の安心な暮らしにも関
わってあげられるような看護師にな
りたいです。

コロナ禍ということ
で体調管理が難しかっ
たですが、3 年間の学
生生活を無事に過ごすことができ、
とても嬉しいです。辛いときもあり
ましたが、目を逸らさず一つひとつ
丁寧にこなすことができました。助
けてくれた友達たちにも感謝してい
ます。

今後は患者さん一人ひとりの心に
寄り添ってあげられる看護師になり
たいです。

勉学に集中できるよ
う、体調管理を十分に
行ったことが皆勤に繋
がったと思います。

3 年生のときの領域別実習は期間が
長く辛いときもありましたが、友人
と励まし合いながら何とか乗りきる
ことができました。

今後は、業務が忙しくても患者さ
んの前ではそのことを態度に出さず、
常に安心を与えられるような看護師
になりたいです。

冬の寒さも和らぎ、
優しい春の光が差し込
む季節となりました。

本日は私たち卒業生
のために、このような
式を挙行していただ
き、誠にありがとうご
ざいます。またご来賓

の皆様、教職員の皆様、ご臨席を賜
り卒業生一同心よりお礼申し上げま
す。

卒業を迎えた今、この 3 年間を振
り返ると、とてもあっという間であっ
たように感じます。コロナ禍で入学
式ができないまま迎えた初めての登
校日は、期待と不安でいっぱいだっ

たことを今でも覚えています。学校
生活は課題や試験、実習に追われる
毎日でとても貴重な日々でした。

また、コロナ禍で制限のある学生
生活は、不安や、戸惑いがあり、先
の見えない日々に焦りを覚えました。
学年を重ねるごとに、専門的な勉強
や臨地実習も増え、3 年生の半年間の
臨地実習の経験では、患者さんに寄
り添うとはどういうことなのか、自
分の看護観とは何かと悩み、看護実
践の難しさを痛感しました。そのよ
うな状況でも、私たちのことを一心
に考えてくださり、導いてくれた先
生方や、臨床の指導者方のご指導に
より、無事実習を行うことができま
した。また慣れない看護技術の提供
や、未熟な私たちを受け入れてくだ
さった患者さんがいたからこそ、今

の学びがあると思い、心から感謝い
たします。これらの経験が、私たち
の看護の礎となっていることを今、
胸を張って伝えることができます。

この 3 年間の道のりは決して平坦
ではありませんでした。時には心が
折れそうになることもありました。
そのようなときにいつでもそばにい
て相談に乗ってくれ、一緒に悩んで
くれた友人の存在がとても力になり
ました。国家試験や卒業試験の時期
では、プレッシャーの中みんなで支
えあい、励ましあいながら、乗り越
えることができました。

苦しい時もありましたが、それ以
上にみんなで笑いあい、楽しく過ご
せた日々は大切な思い出です。今こ
の卒業式を迎えられているのは、3 年
間みんなで支えあって来たからだと

思います。この3年間で学んだことを、
4 月からも忘れず、いつでも患者さん
に寄り添える看護師になりたいと思
います。

本日をもって本学を去ることに名
残惜しさは尽きませんが、多くの方
のおかげでこの日を迎えられました
ことに感謝申し上げます。ご指導い
ただいた先生方、学生生活を様々な
形で支援してくださった皆様、多く
の時間を共有してきた友人、ずっと
見守ってくれた家族、これまで支え
てくださった全ての方に、心よりお
礼を申し上げます。

最後に今後の聖マリアンナ医科大
学看護専門学校の益々の発展と、こ
の場にいる皆様のご健康をお祈りい
たしまして、卒業生代表挨拶とさせ
ていただきます。
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 大学院医学研究科 学位記授与式
前 大学院入試委員長　鈴木 真奈絵

令和 4 年度

研究者紹介 ❸

脳神経内科学　主任教授　山野 嘉久

令和 5 年 3 月 22 日に、本学大学院
の学位記授与式が執り行われました。
今回も新型コロナウイルス感染症流
行の影響により、新医学博士及び指
導教授・准教授のみの参加という形
式となりましたが、明石勝也理事長、
三宅良彦副理事長、北川博昭学長、
加藤智啓医学部長、遊道和雄研究科
長、池森大学院教学委員長をはじめ、
参加者全員がアカデミックガウンを

身に纏う厳かな式典となりました。
式典では、北川学長より新医学博

士一人ひとりに学位記が手渡され、
祝辞が述べられました。この際、令
和 4 年度学位授与者の中から、優秀
な論文を発表した亀島はる香氏［内
科学（循環器内科）］、田北無門氏［救
急医学］、佐藤未祐奈氏［麻酔学］の
3 名に優秀学位論文賞が授与されまし
た。

また、出雲昌樹准教授［内科学（循
環器内科）］、吉田徹教授［救急医学］
に優秀指導賞が授与されました。こ
れらの受賞論文を含め、学位論文の
多くが国際的な学術専門誌に掲載さ
れるようになってきており、今後も
益々優れた学位論文が発表されるこ
とが期待されます。

明石理事長、遊道研究科長からも
祝辞が述べられ、優秀学位論文賞を
受賞した亀島はる香氏が答辞を述べ
た後、小田神父による祈願が執り行

われ、学位記授与式は
厳粛な雰囲気のもと終
了しました。式典後に
は参加者による集合写
真を撮影し、新医学博
士及び本学の医学研究
の発展を祈念し全員が
想いを共有する時間と
なりました。

大学院には、次世代
の医学教育、研究並び
に医療を担う有能な医
療人・医学専門家を養
成し、医療と学術研究
の発展向上を通じて社
会の充実に貢献するこ
とが求められていま
す。来年度も多くの方
が、大学院に進学され
ることを期待しており
ます。

私 は 学 生 時 代、CPC（Clinical-
pathological Conference：臨床病理検
討会）で HAM（HTLV-1 関連脊髄
症）の症例を経験したことをきっか
けに、神経内科医の道を選んだ。入
局した鹿児島大学第三内科は、当時
南九州で多発していた痙性対麻痺が、
HTLV-1 というウイルスが原因で発症
する HAM という疾患であることを
発見して間もない時期で、全国から
HAM の患者さんが集まり、その診療
や研究を精力的に行っていたのも入
局した理由であったが、何より、初
代教授である故・井形明弘先生が提
唱された“井形イズム”と呼ばれる
医局員心得の中の「患者の病を治す
ことが医の原点である」という思想
と、それを実践しようとする医局の
雰囲気に惹かれたのも大きかった。

入局後、多くの HAM 患者の主治
医を務めたが、HAM は未知の疾患
で有効な治療法もなく、患者さんの
前では臨床医としては非常に無力で
あった。なんとか良くなりたいと切
望する患者さんの治療の糸口を掴む
ためにも病態研究に関わりたいとい
う思いが強くなり、研修医時代は病
棟業務が終わってから研究室で先輩

医師について研究のイロハを教わっ
た。当時の教授であった納光弘先生
は私の青臭い熱意に真剣に耳を傾け、
大学院での研究やその後のアメリカ
国立衛生研究所留学などを大きく後
押ししてくださり、神経免疫学を中
心とした基礎研究に携わり、研究の
素晴らしさ、大変さ、世界のレベル
の高さを体験できたことは貴重な経
験であり、現在の私の礎となった。
私が聖マリアンナに国内留学を希望
した際も、納先生自ら当時のリウマ
チ膠原病内科教授であられた尾崎承
一先生のもとに足を運ばれ頭を下げ
てくださり、私は本当に良き師に巡
り合えたことに深く感謝している。

若いころの私は、患者さんのために
という志はあったものの、科学的な
興味や探求心に駆り立てられ研究に
没頭していた。2006 年に本学に赴任
したのを機に HAM 患者会の方々よ
り依頼され、関東初の HAM 専門外
来をスタートして間もない頃であっ
た。とある患者さんが「私は病気に
なって 20 年近くになるがこのように
車いすの状態になった。HAM 専門外
来に通って先生は何をしてくれるの
ですか？」と私に問いかけた。怒り

や不満をぶつける言葉ではなかった
が、私にとっては痛烈に心に響く言
葉であった。日夜、HAM の克服に
ために努力しているが、その成果は
何ひとつ患者さんには届いていない。
自己満足ではなかったか。臨床研究
は患者さんを取り巻く環境を変える
ものでなくてはならず、それを実現
するためにはもっと戦略的に取り組
まなくてはならないと改めて考える
ようになった。

HAM のような希少難病は、症例が
少ないために臨床情報が圧倒的に乏
しく、それが治療法開発の大きな障
壁になっている。そこで患者レジス
トリ“HAM ねっと”を構築し、全
国の患者や神経内科専門医に呼びか
け、HAM 患者の登録、検体収集を全
国レベルで実施した。本レジストリ
では検体収集だけでなく、専任看護
師による詳細な聞き取り調査も実施
し、臨床症状、治療歴、家族歴、さ
らに日常生活の問題点などの調査を
毎年継続している。その蓄積された
データの解析により、HAM の自然
史や疾患分類などが明らかになった。
また収集した検体を用いたマルチオ
ミクス解析などから新薬のシーズを

選定した。さらに治験の主要評価項
目の候補となる指標データのエビデ
ンスが蓄積され、治験のリクルート
もしやすくなり、治験を計画・遂行
しやすい基盤が整いつつある。また、
2019 年には初の HAM 診療ガイドラ
インを発刊し、全国どこでも質の高
い診療が受けられることを目指して
いる。最近は、このようなレジスト
リを他の難病でも導入しやすくなる
よう、その基盤となる“AMED の難
病プラットフォーム”の構築に参画
し、数千あると言われる希少難病の
レジストリの構築を支援し、希少難
病の解決へ向けた大きな一歩を踏み
出している。このような基盤を作っ
た上で、多方面の研究者とのネット
ワークを構築し、希少難病の問題を
解決したいという思いを抱いている。
私が行っていることは微々たるもの
であるが、自分の研究で一人でも多
くの患者さんが笑顔になることがで
きれば幸せだと思うし、また教育者
としての職を得た今、志を持って医
学研究に取り組む若者を育てていき
たいと切に思う。

臨床研究の私のこだわり
〜患者さんの笑顔を目指して〜

大学院医学研究科長　遊道和雄 大学院教授

優秀学位論文賞を受賞した佐藤未祐奈氏（左）、
田北無門氏（中央）、  亀島はる香氏（右）         

優秀指導賞を受賞した吉田徹 教授（左）、出雲昌樹 准教授（右）
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医学部 看護専門学校

令和 4 年度　定年退職者一覧

区　分 所　属 氏　名役職名

◇◇令和5年度　入試結果報告◇◇

定年のごあいさつ

医学教育文化部門（医学教育研究）主任教授

伊野 美幸

ご支援に感謝を込めて

私はマリアンナ育ちと言っても過
言ではない程に、教職員の方々、学
生さん、患者さんに育てていただい
た医師、教員です。

1982 年に本学卒業後、神経精神科
学講座に入局し、尹美淑医長と山口
登教授から、分け隔てない人への敬
意と医師の責務を、また、松井宏晃
教授から頂いた「上から受けた恩は
下に返せ」の信条は人生の行動規範
となりました。

現職への転機は長谷川和夫教授の
「医師もある程度の年齢になったら社
会的な仕事もしなさい」という一言
から始まりました。当時は WHO 型
の FD（教員能力開発）が導入され
たものの温度差は大きく、有志の医
師が各地で奮闘していました。幸い
にも、本学の明石勝也理事長は医学
教育に造詣が深く、齋藤宣彦教授が
すでに広く活動されており、私も末
席に加えていただき、臨床の傍ら週
末は FD を全国の有志と支援し続け、
2008 年に現職を賜りました。

就任後は、部門長成田早苗教授の
ご理解のもと、卒前教育では当分野

兼任の先生方のご協力を得、カリキュ
ラム改革や国際基準による自己点検
評価、神経精神科学講座のご支援を
得ての学生相談室運営、卒後では本
院研修センター運営や厚労の臨床研
修制度改革に携わり、また、中田幸
之介理事、三宅良彦学長をはじめ法
人のご支援のもと、陣田泰子参与と
有志の教職員と共に人材育成、多職
種連携推進を目的に、総合教育セン
ターを設立、FD/SD、多職種が利用
可能なシミュレーションラボの開設、
e-learning の導入、女性医師キャリア
支援を始めました。現在はシリーズ
化したダイバーシティの啓発を継続
し、去年より SDGs 部会を発足、「多
様性を認める組織は健全で強い」を
合言葉に次世代に繋げます。

仕事の全ては皆様からのご支援、
ご尽力があってこそと身に染みて感
謝に絶えません。本学の教員である
と、当分野含めサポート下さる周囲
の方々に恵まれたが私の最大の幸運
でした。本学の益々のご発展と皆様
のご健勝を心より祈念致します。誠
に有難うございました。

令和 5 年度看護専門学校入学試験
は新型コロナの感染状況を確認し
ながら試験回数を 2 回から４回に増
やし実施しました。少子化の影響か
ら入学志願者が減少傾向であるこ
とを鑑み、これまで推薦入学試験
と同日に実施していた大学卒業者
および社会人経験者をターゲット
とした特別選抜入学試験を推薦入
学試験とは別日程で実施しました。
また 2022 年度新入生は定員割れで
あったことを受け、一般入学試験Ⅰ
期に加え一般入学試験Ⅱ期を実施
することにしました。

特別選抜入学試験は9月17日（土）
に実施し、学士、社会人合わせて 9
名合格し、7 名が入学しました。続
いて 10 月 29 日（土）推薦入学試験を
実施しました。指定校および一般
公募で志願者を募り、47 名合格し、
全員入学しました。推薦入学試験の
志願者は例年とほぼ同様であり、推
薦入学試験により安定的に志願者
を募ることができると考え、高等学
校の偏差値とこれまでの本校への
入学者の実績を踏まえ、次年度以降
の指定校の追加も検討事項とする
ことにしました。一般入学試験Ⅰ期

は１月 7 日（土）に実施しました。志
願者が年々減少しており、今年度の
受験者は昨年をわずかに上回り 78
名でした。65 名の合格者と 3 名の
補欠者を出しましたが、辞退者が多
く、入学したのは合格者 29 名と補
欠者 2 名でした。

広報活動として推薦入学試験前に
オープンキャンパスを７回、その
後一般入学試験前に１回実施しま
した。形式は人数制限をしつつも対
面とオンライン併用のハイブリッ
ト形式で実施しました。11 月には
ホームページを刷新し、12 月には
YuoTube も配信しました。

2023 年度は 88 名が入学すること
になり定員を満たすことができま
した。しかし本校の使命である質の
高い教育を実践し、高い能力を有す
る卒業生を出すためには基礎とな
る能力の備わった入学生を確保す
ることが必要です。そのためには志
願者の増加が必須となります。多く
の方に本校の魅力を理解してもら
う必要があります。そのことを念頭
に置き次年度も取り組んでいきた
いと考えます。

事務長　金本兼治

令和 5 年度医学部の入学者選抜
は下記のとおり実施いたしました。

学校推薦型選抜は、令和 4 年 11
月 12 日（土）に学科試験（自然科学
総合問題および英語）・小論文・面
接を本学キャンパス内で実施しま
した。なお、今年度より指定校制
を廃止し、神奈川県地域枠および
一般公募制での選抜となりました。
合格者は 12 月 1 日（木）午前 10 時
に発表しました。

一般選抜は、昨年に引き続き新
型コロナウイルス感染症への対応
として、一般選抜（前期）と一般
選抜（後期）を設け、第 1 次試験は
令和 5 年 1 月 24 日（火）（前期）と
3 月 2 日（木）（後期）に「五反田
TOC ビル」を利用して実施しまし
た。アルコール消毒の設置、通勤
ラッシュを避けるため試験時間を
1 時間遅らせるなどの感染対策を
行い、両日程の 1 次試験を大きな
問題もなく無事終えることができ
ました。

一般選抜（前期）第 1 次試験合格
者は 1 月 31 日（火）午前 10 時に発

表し、本学キャンパス内で 2 月 4
日（土）・5 日（日）の 2 日間にて第 2
次試験を実施しました。合格者お
よび補欠者は 2 月 10 日（金）午前 10
時に発表しました。

また、一般選抜（後期）の第 1 次
試験合格者は 3 月 8 日（水）午前 10
時に発表し、第 2 次試験は 3 月 10
日（金）に本学キャンパス内にて実
施しました。合格者および補欠者
は 3 月 17 日（金）午前 10 時に発表
しました。

令和 5 年 4 月には学校推薦型選
抜（16 名）および一般選抜合格者（99
名）の 115 名が桜舞う季節に本学の
門をたたき良医への道を歩むこと
になりました。

今後も優秀な受験生確保のため
に広報活動や、学外も含めた進学
相談会等をさらに充実させ、本学
の魅力のアピールに積極的に取り
組んでいくとともに、受験生が安
心して試験に臨めるよう入学者選
抜の実施に注力してまいります。

教学部　入試課　青木葉月

学校推薦型選抜 16 名、一般選抜 99 名が入学へ 一般入試にⅡ期を増設し、特別選抜と推薦を別日程で実施

 医　学　部 医学教育文化部門（医学教育研究） 主任教授 伊野　美幸
  内科学（循環器内科） 教　　授 原　　正壽
  外科学（小児外科） 教　　授 川瀬　弘一
  病理学（分子病理） 教　　授 小泉　宏隆
  麻酔学 教　　授 関　　一平
  病理学（診断病理） 教　　授 相田　芳夫
  微生物学 講　　師 三好　　洋
  免疫学・病害動物学 准　教　授 清水　　潤
  内科学（脳神経内科） 助　　教 佐々木　直
  内科学（リウマチ・膠原病・アレルギー内科） 講　　師 永渕　裕子
  脳神経外科学 助　　教 干川　芳弘
  総務部 執行役員 赤坂　兼啓
  内部監査室 室　　長 中尾　智彦
  解剖学 主　　幹 黒田　　等
  内科学 主　　幹 浜本　　泉
  内科学 主　　査 森　　章子
  教学部学長室 主　　査 松永　久美
 大学病院 画像センター 主　　幹 米田　　充
  画像センター 課長補佐 根本　良洋
  健康診断センター 課長補佐 久保　雅彦
  メディカルサポートセンター 主　　幹 滝口　美重
  看護部 副　部　長 田村　順子
  画像センター 副　師　長 中嶋　正恵
  メディカルサポートセンター（看護相談） 副　部　長 大川　順子
  看護部 師　　長 渡部まゆみ
  外来  東平 　佐和
 東横病院 看護部 部　　長 近藤　昭子
  臨床検査室 係　　長 吉野さゆり
 西部病院 看護部 副　部　長 三田由美子
  クリニカルエンジニア部 技術課長 三橋　祥二
  薬剤部 課長補佐 百合野祐子
 多摩病院 看護部 副　部　長 中村津由美
  ６西病棟  花部　久子
  外来  福岡　理恵



（ 6 ） 2023 年（令和 5 年）5 月 31 日 第 122 号

まずはコロナ禍で
危惧も多い中、入学
式を執り行って頂き、
大学関係者の皆様に
御礼申し上げます。
本年から入学式は保

護者の参列が再開しました。また授
業は全授業対面になるなど、聖マリ
アンナ医科大学の活気は戻ろうと
しています。私たち新入生も本学の
学生となったことを自覚し、これ
からの大学を盛り上げて参ります。
日々新しい知識を吸収して技術の
習得に励むことはもちろん、キリス
ト教的人類愛のもとで道徳心や豊
かな教養を学び、医学的力量だけで
なく、人間的力量をも兼ね備えた医
師を目指し、6 年間充実した学生生
活を送りたいと考えています。

医学的、人間的力量を備えた
医師を目指して

医学部　富
と み

永
な が

 琉
ゆ う

斗
と

□■入学生喜びの声■□

□■入学生喜びの声■□

令和 5 年度　第 53 回　医学部医学科 入学式

新入生 115 名医師への道がスタート

令和 5 年度　第 47 回　看護専門学校　入学式

強い信念と覚悟で看護の志を
咲き誇る花々たち

が門出を見守ってく
れる、そんな季節、
私たち 88 名は、聖マ
リアンナ医科大学看
護専門学校の入学式

を迎えました。本日は私たちのため
に、このような素晴らしい入学式を
催していただき、誠にありがとうご
ざいます。

コロナ禍の経験を通して様々な気
付きや学びを得た私たちは、人に寄
り添い、社会に貢献できる看護師に
なりたいという思いがより一層、強
くなっています。その思いをこれか
らの学習に活かし、日々の学習を積
み重なることで基礎をしっかりと身
につけ、患者さまの立場に立った看
護を追求していくことを誓います。

学べる環境へ感謝して
看護専門学校　関

せ き

 希
の ぞ

実
み

新入生代表として宣誓する富永琉斗さん

4 月 8 日（土）、医学部本館 6 階大講
堂において、令和 5 年度第 53 回医学
部入学式が執り行われた。今年度は
学生 1 名に対して保護者 2 名までと
限定し、また昨年同様Live 配信も行っ
た。まず、入学許可が行われた。医
師となる夢と希望を抱いた 115 名の
名前が一人ずつ呼ばれると、新入生
は大きな返事とともに起立。北川博
昭学長から新入生代表の齋藤伊万里
さんに入学許可書が授与された。式
辞の中で北川学長は「本学の建学の
精神では、キリスト教的人類愛に根
ざした生命の尊厳を基調とする医師
としての使命感を自覚し、人類社会
に奉仕し得る人間を育成することを

謳っています。単に医学的知識と技術
を学ぶのではなく、さらに倫理的義務
を体得する場となる教育を受け、つね
に医師の崇高な使命感を身につけ、今
年 1 月にオープンした新入院棟で目標
とする医師像を見つけ出し、本日 115
名の新入生諸君が活躍される日を願い
ます」と述べた。

祝辞では明石勝也理事長が「現在
の医学教育は 6 年間のカリキュラム
のほとんどをプロフェッショナル教
育が占めています。しかし、諸君に
とって、自らの人格や教養を豊かに
するリベラルアーツ教育も重要です。
ウクライナとロシアとの紛争、イラ
ク、トルコの震災など、心憂う国際

情勢にも無関心ではなりません。様々
な人との出会いを通して、ルカの福
音書にある『善きサマリア人』の一
節にある『隣人とは誰か』という問
いに諸君自身で答えを見出せるよう、
この 6 年間エネルギーを注いでくだ
さい」と新入生を激励した。

岸忠宏聖医会会長は「勉学に励む
と共にぜひクラブ活動に参加してく
ださい。現代の医療は医師を中心と
するチームで行われます。クラブ活
動をとおして人間関係を築くことは
チーム医療を行う上で必ず役に立つ
と思います。」と語った。

次に、新入生を代表して富永琉斗

4 月 6 日（木）、
医学部本館 6 階
大講堂にて、令
和 5 年度看護専
門学校入学式が
執り行われた。
校歌演奏に続い
て、 新 入 生 88
名一人ひとりの
名前が呼ばれ、
鈴木昌子校長が

入学を許可した。
式辞では、鈴木校長が「この 3 年

あまりは今まで経験したことのない
未曽有のパンデミックの中に身を置
きつつも私たちは常に自分らしくあ
ることを大切にしながら 1 日 1 日を
過ごしてきました。医療の現場は語

ることが難しいほどの大きな影響が
ありましたが、そのようなさなか、
皆さんは看護師の道を志し、本校へ
の入学を決めました。そこに強い信
念と覚悟をみることができます。こ
れから 3,000 時間に及ぶ講義・演習・
臨地実習を着実に積み上げ、3 年後、
未来につながる道を歩み続けられる
ことを期待しています」と激励した。

続いて祝辞で、明石勝也理事長は「皆
さんの実習の場となる大学病院は昨
年末に新入院棟が完成し、最新設備
の整った先進の大学病院に生まれ変
わりましたので実習の開始をぜひ楽
しみにしてください。看護という素
晴らしい分野を目指されたことを誇
りに、心を尽くして研鑽を積まれま
すように願っております」と述べた。

さんが入学した喜びを述べるととも
に、学則を守り学業に精励すること
を宣誓した。続いて在校生を代表し
第 4 学年の今井大貴さんが歓迎の辞
を贈った。そして、小田武彦司祭（宗
教学特任教授）の祈願、校歌演奏が
行われ閉式となり、115 名の新入生は
実りある 6 年間に向けての第一歩を
踏み出した。

次に、新入生
を代表して関希
実さんが「看護
学生としての自
覚 と 責 任 を も
ち、 ま わ り の
方々への感謝を
忘れず着実に夢
を現実にしてい
くことを誓いま
す」と述べた。
そして、小田武彦司祭による新入生
への祝福の祈りをもって、式は滞り
なく幕を閉じた。

本学では、医学教育の実践に顕著
な成果を上げた教員の功績を称え、
併せて全教員の教育意欲と能力向
上を目指し、令和 2 年度より教員表
彰制度を新設いたしました。

2 年目となる令和 3 年度は、講義
部門で第 1 ～ 4・6 学年に配当され

【講義部門】
　第 1 学年　第 1 位　水嶋 崇一郎（解剖学） 第 2 位　有戸　光美（生化学）
 第 2 学年　第 1 位　水嶋 崇一郎（解剖学） 第 1 位　有戸　光美（生化学
 第 3 学年　第 1 位　古田　繁行（小児外科） 第 1 位　徳田　直人（眼科）
 第 4 学年　第 1 位　黄　  世捷（循環器内科） 第 2 位　本橋　隆子（予防医学）
 第 6 学年　第 1 位　本橋　隆子（予防医学） 第 2 位　黄　  世捷（循環器内科）

令和 3 年度　聖マリアンナ医科大学教員表彰

た講義担当教員から各学年 5 名、実
習部門で第 1 ～ 4 学年に配当された
基礎系実習の担当講座から各学年 1
講座（分野）と、第 5・6 学年に配当
された臨床系実習の指導教員 8 名が、
医学部学生の投票により選出されま
した。令和 5 年 1 月 18 日（水）、大学

教員表彰選考委員会　委員長　池森 敦子

病院別館 8 階臨床講堂で
の主任教授会終了後に
各部門の上位者を対象
に表彰式が執り行われ、
北川学長による表彰状
授与についで各受賞者
からは歓びの声ととも
に今後に向けた力強い
抱負が語られました。

同表彰は引き続き実
施して参りますので、教員の皆様に
は学生教育の更なる充実に向け、引

き続きご尽力くださるようお願い
申し上げます。

【基礎系実習部門】（いずれも第 1 位）

 第 1 学年　解剖学（人体構造） 第 2 学年　解剖学（人体構造）
 第 3 学年　解剖学（機能組織） 第 4 学年　法医学

【臨床系実習部門】
 第 1 位　黄　 世捷（循環器内科） 第 2 位　家　研也（総合診療内科）

各部門受賞者・講座（受賞者は 1・2 位、講座は 1 位のみ掲載）

「誓いのことば」新入生代表の関希実さん

鈴木昌子 校長

明石勝也 理事長

北川博昭 学長
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 講座名 氏名 国名（所在地）／ 留学期間 （職位） （ﾌﾘｶﾞﾅ） 留学先

教職員向け「資産形成基礎講座　〜人生 100 年時代
　知っておきたいお金の話〜」開催

スチューデントドクター宣誓式
カリキュラム紹介

研究室配属の研究成果報告会を終えて

前カリキュラム委員長　鈴木　直

去る 2022 年 12 月 23 日（金）午後 3
時から、病院別館 8 階臨床講堂にお
いて、新たに臨床実習に臨む医学部
第 4 学年学生のスチューデントドク
ター宣誓式が挙行された。

本宣誓式は、第 4 学年共用試験に
合格することで、一定水準の医学知
識、診療技能及び態度を有すること
が認められた学生に対し、臨床実習
開始前に医療に携わる責任感、医師
としての使命感を再認識させること
を目的に実施している。なお、学生
にはスチューデントドクターとして
の自覚を新たにするために、聖医会
より白衣、大学よりケーシーをそれ
ぞれ贈呈している。

式に先立ち、北川学長から「大学

と医師国家試験予備校との違いは国
家試験の問題を解くだけでなく、ク
リニカルクラークシップで指導した
医師の背中を君たちが見て、自分の
将来像を頭の中に描き、その夢に向
かって進むことが出来ることだと思
います」と式辞が述べられた。続い
て、学生代表の金　峰世さんから、「一
人の人間として、患者さんと真摯に
向き合い、臨床実習に臨みます」と
4 年生全員で考え、作成した宣誓文
が読み上げられた。また、祝辞では、
加藤智啓医学部長、鈴木直カリキュ
ラム委員長より、それぞれ臨床実習
での心構えと、激励の言葉が贈られ、
参列者一同が 4 年生の新たな門出を
祝福した。

教学部 教育課 主任　藤原悠哉

2 月 17 日（金）医学部本館 6 階大講
堂にて、2 月 24 日（金）多摩病院にて、
教職員向けに、「資産形成基礎講座　
～人生 100 年時代　知っておきたい
お金の話」を開催致しました。

みずほ証券株式会社コーポレート
コミュニケーション部投資教育推進
室長東京学芸大学客員教授の浜崎祐
一郎先生を講師に迎え、
 「テーマ１」：なぜ蓄える？～これか
　　　　　　 らの時代を考える～
 「テーマ２」：蓄えるための心構え
 「テーマ３」：蓄える方法
の3部構成で、ご説明いただきました。

2 日間で約 150 名の教職員が参加し
ました。一部の既に実践している教
職員からは、「もう少し具体的な話を
聞きたかった」との声もありました
が、大半の教職員からは、「内容が充
実していた」「わかりやすかった」「大
変勉強になった」「資産形成を考える
きっかけになった」「もっと詳しく聞
いてみたい」「応用編も開催してほし
い」など好評で、活発な質疑応答も
行われ、盛況に終了しました。

総合教育センター　主幹
三輪敬蔵

2022年度　医学会 海外留学奨学金の授与

2022 年度 医学会海外留学奨学金　採択者

聖マリアンナ医科大学医学会では、
海外での医学研究のため留学を予定
する本会会員を対象に、奨学金の給
付事業を 2015 年より継続して行って
まいりました。2020 年においては、
同制度を見直し、基金の総額上限を
120 万円、また個人への給付額上限を
30 万円に引き上げ、2022 年度は 2 名

（新規 1 名、継続 1 名）の応募があり
ました。担当委員会での選考、並び

に採用の判定を経て、同年度 3 月に
北川博昭会長より、耳鼻咽喉科学　
稲垣太朗助教および耳鼻咽喉科学　
望月文博助教に対して奨学金を授与
いたしました。2 年後の帰国時には、
本会雑誌への投稿、または学術集会
での講演を通じて、留学成果を広く
発表していただく予定です。

医学情報センター　図書情報課
齋藤　薫

耳鼻咽喉科学 稲垣　太朗 アメリカ / 2022 年 9 月～
（助教）  David Geffen Med School UCLA 2024 年 9 月

耳鼻咽喉科学 望月　文博 アメリカ / 2022 年 6 月～
（助教）  University of Miami 2024 年 5 月

令和 4 年度の研究室配属部会（第
4 学年）は、例年通り年明けの臨床
実習開始直前の CBT 終了後の 11 月
の４週間に設けられた。学生が希望
する研究室において、実際に基礎研
究または臨床研究に参画することで、
学生がリサーチマインドを涵養する
ことを目的とした本カリキュラムは、
導入後 4 回目を数えた。本年度も事
前に発表希望の学生を募った結果、
14 の研究テーマに対して、カリキュ
ラム委員会委員と研究室配属部会委
員による研究成果の動画に対する評
価が行われた（委員に関連のある研
究に対しては評価対象外とした）。そ
して、12 月 23 日のスチューデントド
クター宣誓式終了後の成果発表会に
おいて、優秀賞が授与された 3 名の
学生から、分かりやすいスライドを
用いた明快でかつ丁寧な口頭発表が
行われた；以下に優秀賞 3 つの研究
内容を記す（成果報告会における発
表順）。
○冨永怜子「人工卵巣開発に向けて」：

妊孕性温存療法の一つである卵巣
組織凍結保存は、白血病患者が適
応となる場合が多い。しかしなが
ら、白血病は卵巣内に腫瘍細胞が
存在することから、凍結保存した
卵巣を移植する際に微小な腫瘍細
胞の体内への再移入が懸念される。
そこで研究者は、より安全な妊孕
性温存療法の確立を目的とした人
工卵巣開発を目指し、人工卵巣の
デバイスとしてコラーゲンが優れ
ていたという、素晴らしい研究成
果となった。

○ 秋 山 穂 乃 香、 児 山 修、 松 尾 優
里「Uncovering the Unknown of 
Immune System in Alzheimer’s 
Disease」： 研究者は、アルツハイ
マー病モデル動物を用いて、脳内
の免疫細胞の機能を HE 染色、免
疫組織化学染色そして免疫蛍光染
色によって解析した。さらに、ア
ルツハイマー病モデルマウス脳内
のリアルタイム PCR 並びに脳内 in 
vivo imaging による免疫細胞の観察
を行った。その研究成果は、アル
ツハイマー病の新規治療法開発の
基盤構築に繋がる素晴らしい研究

成果となった。

○新村朱音「低月齢の COVID-19 患
児における尿路感染症に関する検
討」：新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19） と診断された低月齢
患児（生後 3 か月未満） において、
その他の熱源を鑑別するべきか？、
という臨床的課題がある。そこで
研究者は、低月齢発熱の原因にな
りうる尿路感染症に着目して調査
を行った。その結果、低月齢患児
においては、尿路感染症のリスク
となる基礎疾患を有さない場合で
あっても、尿路感染症を合併して
いる可能性があることが示された
ことから、全例で尿検査を実施す
べきとする提言を示した素晴らし
い研究成果となった。

さらに、以下に記す 3 つの研究テー
マに対して、奨励賞が授与された。
○角田彩華「分娩誘発を要する無痛

分娩で経膣分娩の完遂に関わる産
科的因子の検討」

○堀井秀樹「新型コロナウイルス感
染後 Brain fog に対する rTMS の効
果と脳血流低下部位との関連性」

○三木美來「卵巣組織移植手術手技
が生着移植片に与える影響」
現行のカリキュラムでは、この時

期の僅か 4 週間の期間しか研究室配
属を設けることができないことから、
低学年の時期から興味のある研究室
に所属できる仕組み等を構築してい
きたいと考えている。最後に、研究
室配属に多大なるご指導ならびにご
協力を賜りました講座・分野のスタッ
フの皆様、教育課の皆様に紙面をお
借りして御礼を申し上げます。
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◆　令和4年度　国家試験結果報告　◆

医学部 看護専門学校

「マリアンナアプリ」公開
血液・腫瘍内科学 講座

すべての血液疾患の治癒を目指して

血液・腫瘍内科学　主任教授　新井 文子

血液・腫瘍内科学では白血病、
リンパ腫などの「血液がん」か
ら、感染症、免疫異常に伴う血
液異常まで、幅広い「血液疾患」
を扱っています。若い人から重
症者まで、患者の年齢も合併症
も様々です。院内すべての科の
ご協力をいただきながら、チー
ム医療で治療にあたっています。
重症患者が多いのですが、治療
が奏効すると劇的に状態が改善
します。大きなやりがいを感じ
る瞬間です。

2023 年 1 月の新病棟オープン
に伴い、病棟は最上階 11 階東
に計 18 床からなる無菌ユニッ
トを開設しました。これにより
高度な免疫抑制を伴う血液疾患
患者に対し、より安全かつ有効
な治療が行えるようになりまし
た。さらにユニット内は病室以
外のフリースペースも広くとり、
治療、処置はもちろん、リハビ
リテーションにも活用していま
す。窓からの景色も最高です。

空気が澄んでいると北は筑波山
や奥日光の男体山、西は武甲山、
多摩の山々そして丹沢の向こう
に富士山も見えます。東は横浜
みなとみらいのランドマークタ
ワー、東京スカイツリーを望む
こともできます。日本一の絶景
をもつ無菌ユニットと自負して
います。血液疾患の入院期間は
どうしても長期になります。素
晴らしい展望をご覧いただき、
少しでも快適に過ごしてていた
だきたいと思っています。

さて、今年度の血液・腫瘍内
科学は臨床面で２つの大きな目
標を掲げています。難治性血液
疾患を対象とした「ウイルス血
液病センター」の開設と、日本
骨髄バンク移植認定施設の認定
を大学病院で取得することです。
すべての血液疾患の治癒を目指
し、頑張ってまいります。これ
からも、血液・腫瘍内科学をど
うぞよろしくお願いいたします。

2023 年 4 月 17 日から、聖マリアン
ナ医科大学病院で、初の病院公式ア
プリとなる、「マリアンナアプリ」を
一般患者さんへの公開を開始しまし
た。初日から 100 人に迫る勢いの患
者さんやご家族が登録窓口に足を運
んでくださり、アプリやその機能に
対する興味・関心の高さが表れる結
果になりました。一般患者さんの利
用開始を受けて、これまでトライア
ルとして登録していた教職員の数と
合わせて、4 月末に、登録者が 1,000
人を超えました。

マリアンナアプリは、待合状況の確
認や駐車場の混雑状況確認などの外
来利用を便利にする機能の他に、パー
ソナルヘルスレコード（以下、PHR）
機能として、大学病院で受けた検査
結果や医療画像の閲覧、通院予定の
確認などをスマートフォン上から行
うことができます。また、マイナン
バーカードとの連携により、大学病
院以外の医療機関での通院履歴や処
方内容、医療費などの確認もできる
ようになるなど、自身の医療情報を
まとめて自己管理することができる
アプリとなっています。

この度の一般公開にあたり、大坪
毅人病院長からも「マリアンナアプ
リを当院の患者さんに使って頂き、
医療情報を共有して、患者さんや家
族と我々医療者達が共に『ひとつの
チーム』として病気に立ち向かって
いくことで、よりよい医療を提供し
ていきたいと切に願っております。
便利機能もお役に立つと思いますの
で、ぜひアプリを活用していただけ
ればと思います。」とのコメントがあ

りました。、医療者と患者さん、そし
て家族がチームとして治療にあたる
という、新しい医療のカタチの実現、
そして医療の質向上に向けた第一歩
を踏み出したことが表明されていま
す。

デジタルヘルス共創センター
主事　西頭倫歩

2023 年 2 月 12 日（日）に第 112 回看
護師国家試験が行われ、3 月 24 日（金）
に合格発表がありました。全国で
64,051 名が受験し、合格者は 58,152 名、
合格率は 90.8％でした。当校からは
44 回生 85 名が受験し、84 名が合格し、
合格率 98.8％と全国平均より高い結果
を維持することができました。

44 回生は卒業までの 3 年間で 100
単位（3,030 時間）のカリキュラムを
修め、カリキュラム以外にも国家試
験対策として、1 年次からの模擬試
験導入、医学部講師・学内教員によ
る補習講義などに取り組んできまし
たが、そこに至るまでの道のりは決
して楽なものではありませんでした。
44 回生が入学したのは COVID-19 が
流行し始めた 2020 年 4 月でした。そ
の後も感染拡大を繰り返す中、学校
生活でさまざまな制限を強いられま
した。それでもオンライン授業の併
用、臨地実習も学内や時間短縮での
実施など、できる限りの工夫をしな
がら学習を継続してきました。44 回
生にとってこのような 3 年間は本当
に不安が多かったと思いますが、最
後まで諦めることなく学習を続け、

第 112 回看護師国家試験を振り返って

2023 年 2 月 4 日（土）、5 日（日）に行
われた第 117 回医師国家試験は 3 月
16 日に結果発表され、本学卒業生は
114 名（新卒 104 名、既卒 10 名）が
合格しました。合格率は 89.1%、今年
度も既卒学生諸君の合格率 90.9%の頑
張りは顕著でした。

本年度卒業生は新カリキュラム移
行の 2 年目の学年でしたが、初年度
が厳重なコロナウイルス感染症対策
下にあったことから、実質的に初め
て移行後の臨床実習下で国試準備を
行った学年と言え、多くの事が手探
りであったと思います。苦労を経験
した学年と言えますが、各自は非常
に頑張っていたことは詳細な分析か
らは明らかになっており、学習成果
が上がっていたことは確認出来てお
ります。近年の本学の国家試験合格
率は非常に安定していたものの、大
学としての不得意分野が存在する問
題点を内包しておりましたが、新カ
リキュラム移行前後からは、どの分
野も平均的な成績を収められるよう

114 名の医師が誕生

になりました。特に今年度は全国平
均と比較して明確な弱点が無くなっ
ております。これはコロナ禍による
制限も残っていたものの実質的な実
施時間数が激増した臨床実習とその
中で苦労して励んだ国家試験対策の
学習の賜物といえ、実地にて医業を
担当する際には大きな力となる事は
明らかです。学生諸君、そして教育
をご担当いただいた先生方には感謝
申し上げます。今回の国家試験で残
念な結果に終わった諸君も素晴らし
い環境での学修の成果が必ず得られ
る事は先輩が証明してくれています。
頑張ってください。

2023 年度も同様に、長い臨床実習
期間に並行しての国家試験対策に第
6 学年学生諸君は頑張っております。
第 6 学年担当教員の皆様には引き続
きご指導いただきますようお願いい
たします。また、本学、および関係
する全ての皆様にも厳しくも温かい
御指導を今後も変わらず賜りますよ
うにお願い申し上げます。

前 国試委員会委員長　松本直樹

見事に合格を勝ち取りました。
看護師国家試験は 80％以上の正答

率が合格の必須条件となっている必
修問題、出題基準に基づいて知識を
問う一般問題、臨床の現場で起こり
得る状況設定に対する理解力・判断
力を問う状況設定問題で構成されて
います。近年の出題傾向として、思
考問題やより臨床判断能力を問う問
題が増えてきています。このような
問題は単純な知識の暗記だけでは正
答することは難しく、より実践的で
幅広い知識と EBN、思考力が求めら
れます。これらの力を身につけるに
は、机上の学習のみならず、臨地実
習での経験をいかに知識として定着
させるかが重要であると考えます。
with コロナとなり、今年度から学校
生活、臨地実習での制限がかなり緩
和されました。学内での学習及び、
臨地実習での学びを国家試験に繋げ
ていけるようますますの支援をして
いきたいと思います。そして一人で
も多くの卒業生が国家試験に合格し、
その自己実現を叶えると同時に社会
に貢献できるよう支援していきたい
と思います。

教務係長　田代佐知子
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本学を卒業され、現在は学外で活躍されている方を特集する「卒業生を訪ねて」。
2回目にご登場いただくのは、下山（旧姓：松原）京子氏（看護専門学校卒業）です。卒業生を訪ねて 2

◆ 連載 ◆

看護専門学校OG

看護専門学校 3年生（取材当時）

2在学生紹介 学生インタビュー

◆ 連載 ◆

　看護専門学校卒業生
の下山京子氏は、卒業
後本学附属病院に勤務
し、現在は帝京平成大学
ヒューマンケア学部看
護学科の教授としてご活躍されています。

−看護師を志望されたきっかけを教えて
　下さい。　
下山氏　NHK のドラマがきっかけな
んです。看護師が活躍するストーリー
だったんですが、それを見ているう
ちに看護師になりたいという気持ち
が湧いてきたんです。職業としては、
獣医や教師も選択肢にあったんです
が、人と接することが好きでしたし、
人の苦しみを安心に変えてあげられ
る職業に魅力を感じて選びました。
−マリアンナを選択された理由は？　
下山氏　私、数学が苦手だったんです
よ。なので、受験科目に数学の無い
学校を調べていたら、ちょうどマリ

アンナがあったんです。出身が山口
県なので、遠くの学校へ進学するこ
とに対する不安は多少ありましたが、
調べるほどになかなか良い学校だな
と感じ、進学を決意しました。
−どのような学生時代でしたか？
下山氏　当時は看護学校内に学生寮
があって、そこで暮らしながら学ん
だのですが、寂しいという気持ちは
なく、とにかく楽しい学生生活を過
ごしました。病院が隣接していて常
に看護という職業を身近に感じなが
ら勉強できたので、環境は最高でし
た。学生という立場にありながら、
教授回診にも立ち会わせていただき、
早くから看護師としての自覚が芽生
えました。
−印象に残っている先生は？
下山氏　中田幸之介先生（名誉教授）
が強く印象に残っています。看護学
校卒業後、私は小児外科に配属となっ
たので、教授だった先生には看護師
になってからもお世話になったので
すが、とにかく教育に熱心な先生で

した。裏表がまったく無
く、怒るときもすべてが
ストレート。確かに、怒
られると怖いのですが、
普段は根の優しい先生で
したので、学生たちから
はとても信頼されていま
した。個人的にも、看護
師として迷ったり悩んだ
りしたときには親身に話
を聞いてもらい、アドバ
イスをいただくなど、大

変お世話になりました。もう一人、
山本善次郎先生（神父）も印象に残っ
ています。私自身はキリスト教とは
無縁の人生を過ごしてきましたが、
先生の優しさに触れるたびに、こん
な温かい心を持った看護師になりた
いなぁと思ったものです。
−卒業後は小児外科病棟からキャリアが
　スタートしたんですね？
下山氏　はい。小児外科病棟から始ま
り、今日まで小児医療を中心にキャ
リアを重ねてきました。マリアンナ
で臨床経験を積んでいた 1993 年、結
婚を機に看護師を辞めて群馬に移住
しました。その後、子育てに少し余
裕が出てきたタイミングで近隣の短
大で実習指導を手伝うようになった
んです。その実習は成人医療が対象
だったのですが、やはり私自身には
小児医療を極めたいという思いが募
り、学士を取り、群馬大学で学び直
して修士を取得したんです。その後
も教員としての経験を重ねながら、
新潟大学で博士を取得しました。修
士から開始している研究は、中田先
生、北川博昭先生（現学長）の御指
導の下、今まで継続できています。
お二人の先生方には、今も心から感
謝をしています。
−最近はどのような研究をされているの
　ですか？
下山氏　マリアンナでも積極的に取り
組まれていますが、私自身も最近で
は AYA 世代のがんを研究のテーマと
しています。がんに罹患した本人は
もちろん、不安を抱える家族と本人
との関係、死別後に残された家族の
支援など、がんを取り巻く家族支援
を軸に研究しています。
−現在は外部でご活躍されていますが、　
　外部から見るマリアンナは、どのよう
　な印象ですか？
下山氏　とても先進的な組織だと感じ

ています。学会などで他学の発表を
聞くと、“え！それってマリアンナで
は昔からやってるけど ”ってことが
多いんです。前述の中田先生から、“医
師も看護師も対等の立場なんだから、
患者さんのためであれば遠慮せずに
発言し、実行せよ！”って教えられて
いましたから、新しいことにどんど
んチャレンジできたんですね。
−学生時代の同級生とは今でも繋がって
　いるんですか？
下山氏　高橋恵さん（ナースサポー
トセンター担当執行役員）をはじめ、
当時の仲間とは今でも連絡を取り
合っています。ここ数年は COVID-19
の拡大で集まれませんでしたが、そ
ろそろ再会できるかなと楽しみにし
ています。もちろん、会えばマリア
ンナの話題もたくさん出ます。当時
私が指導していた看護師が今では師
長で頑張っている話を聞くと、とて
も感慨深いですね。
−最後に現役の職員に一言お願いします。
下山氏　マリアンナを応援する気持
ちはずっと変わりません。COVID-19
特集でマリアンナが取り上げられて
いるのを見て、とても嬉しく、また
頼もしくも感じました。やはり、マ
リアンナって凄い組織なんですよ。
後輩ナースたちにはそのことをもっ
と自覚してほしいし、そのことをど
んどん外部へ発信してほしいです。
そして医療界全体をリードしてほし
いですね。期待しています。

（総務部）

高校中退後に社会人を
経験し、その後改めて高
卒認定試験をパスして
本学の看護専門学校に
入学された野村昇吾君。
看護師となろうとした
きっかけなどを伺いま
した。

−高校卒業後、一度社会人を経験された
　と伺いました。　
野村君　いや、実は卒業していないん
です。高校入学後、学生生活が退屈
ですぐに退学しました。その後は建
築関係の仕事などを中心に社会人と
して働きました。大変なことも多く
ありましたが、働くことの意義を学
ぶことができ、僕の人生にとって貴
重な経験でした。　
−その後、どのようなきっかけで学校に
　戻られたのですか？　
野村君　社会人として生活する中で、
今度は学ぶことの大切さを実感する
ようになりました。高校時代は全く
興味が無かったんですが、学ぶこと
への興味が湧いてきました。母親が
マリアンナで看護師として働いてい
たこともあり、看護専門学校で学ぶ
ことを選択しました。高卒の資格が
無かったので、定時制高校に入学し
て高卒認定試験をパスし、3 年前に看
護専門学校に入学しました。
−現在3年生（取材当時）ということで、

　そろそろ卒業を迎えるわけですが、ど
　のような学生生活でしたか？
野村君　とても充実した学生生活で
した。（最初の）高校時代は学ぶこと
の意義が分からずフラフラしてしま
いましたが、マリアンナでは勉学に
集中することができました。良い仲
間にも恵まれ、感謝の気持ちで一杯
です。
−勉学以外に取り組まれていたことはあ
　りますか？
野村君　“マリアンナで”ということ
ではないのですが、ずっと野球を続
けてきました。今でも草野球のチー
ムに所属して、練習や試合を行って
います。
−マリアンナにも野球チームがあります。	
	 多職種の職員が活動しているのですが、	
	 最近入部する教職員が少ないのが悩み	
	 のようです。
野村君　卒業後は大学病院に勤務す
る予定なので、ぜひ参加してみたい
です。
−最後に、どのような看護師になりたい
　か、お聞かせください。
野村君　患者さんに寄り添うことは
もちろんですが、職場を明るくする
ような存在になりたいですね。

　その後、野村君は無事に国試に合格し、
この春より本学の大学病院に入職されま
した。若者としての溌剌さを持ちつつ、
浮付いたところを感じさせない誠実な印
象を与える好青年、野村君の今後の活躍
を期待しています。　　　　　　（総務部）

8 月 10 日が 810（ハート）と読め
ることから、1985 年に日本心臓財団
がこの日を「健康ハートの日」とす
ることを提唱しました。以来、この
日を中心に、心臓病・脳卒中の予防
啓発キャンペーンが展開されてきま
した。昨年は、日本循環器学会、日
本心臓財団、日本循環器協会の 3 団
体で、「健康ハートウィーク 2022」と
して実施することになり、実行委員
長をさせていただきました。7 月 28
日（木）から 8 月 11 日（木・祝）ま
で 2 週間にわたるキャンペーンとな
り、COVID-19 の影響で、実施できな
かった企画もありましたが、その多
くはオンラインで開催できました。

7 月 30 日のサッカー J2 横浜 FC と
のコラボ企画、心臓病で一度はサッ
カー選手の道を断念し克服した過去
を持つ、「サウロ・ミネイロ選手と心
臓病予防について学ぼう」では、佐
藤如雄先生（循環器内科）、藤田智也
君、中村学斗君（医学部サッカー部
現在 5 年生）と澤井まりあさん、ク
サノ汐里さん（同 5 年生）、小島萌さ
ん、長谷部里乃さん（同 2 年生）に
もお手伝いいただきました。ニッパ
ツ三ツ沢球技場で「健康ハートの日
特設ブース」にて、展示やグッズ販売、

そしてサウロ・ミネイロ選手の動画
公開、ハーフタイムにはグランド周
内の練り歩きをして健康ハートの日
啓発活動などを行いました。

また、8 月 11 日のすごいぜ心臓 小
学生向け心臓教室、「聴診器を作ろう、
予算 1500 円で作る手作り聴診器、心
臓の音を聴く聴診器が百均グッズで
作れるんです！」では、黄世捷先生（循
環器内科）が企画から当日の出演ま
で担当してくれました。

そして、今年は心臓病予防啓発の
新たなキックオフをテーマに、健康
ハートウィーク 2023 を開催すること
になりましたので、ぜひ web（https://
www.kenko810.com/）をご覧くださ
い。お楽しみに。

健康ハートウィーク 2022 の開催報告
薬理学　准教授・サッカー部顧問・

健康ハートウィーク 2022 実行委員長 木田 圭亮

6 東病棟　クリスマス会
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免疫学・病害動物学 名誉教授 代表 2,010,000 軟骨炎症性疾患の診断と治療体系の確立
内科学（脳神経内科） 主任教授 代表 12,308,000 HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連携 
    体制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改訂
外科学（小児外科） 教　授 代表 2,770,000 International Classification of Health Interventions  
    （ICHI） の我が国における活用・普及のための研究
産婦人科学 主任教授 代表 2,300,000 小児・AYA 世代のがん患者等に対する妊孕性温存療法のエ 
    ビデンス確立を目指した研究−安全性（がん側のアウトカム）
    と有効性（生殖側のアウトカム）の確立を目指して
産婦人科学 主任教授 代表 13,800,000 小児・AYA　世代がん患者に対する生殖機能温存に関わる心
    理支援体制の均てん化と安全な長期検体保管体制の確立を志 
    向した研究−患者本位のがん医療の実現を目指して
医療情報実用化マネジメント学 特任教授 代表 20,628,000 「HTLV-1　総合対策」推進におけるキャリア対策の基盤整備と 
    適正な研究開発の推進に資する包括的評価と提言のための研究
予防医学 主任教授 分担 200,000 HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連携体 
    制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改訂
 主任教授 分担 300,000 我が国における公衆衛生学的観点からの健 
    康診査の評価に資する研究
内科学（総合診療内科） 准教授 分担 500,000 睡眠薬・抗不安薬の処方実態調査ならびに共同意思決定による適 
    正使用・出口戦略のための研修プログラムの開発と効果検証研究
内科学（代謝・内分泌内科） 主任教授 分担 200,000 HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連携体 
    制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改訂
 主任教授 分担 380,000 副腎ホルモン産生異常に関する調査研究
 教　授 分担 380,000 副腎ホルモン産生異常に関する調査研究
内科学（脳神経内科） 主任教授 分担 400,000 事業場において治療と仕事の両立を支援するた 
    めの配慮とその決定プロセスに関する研究
 主任教授 分担 300,000 HTLV-1 母子感染対策および支援体制の課 
    題の検討と対策に関する研究
 主任教授 分担 1,250,000 指定難病の普及・啓発に向けた包括的研究
 主任教授 分担 5,000,000 難病に関するゲノム医療推進にあたっての統合研究
内科学（脳神経内科） 教　授 分担 2,308,000 見えづらさを来す様々な疾患の障害認定・ 

    支援の方法等の確立に向けた研究
内科学（血液・腫瘍内科） 主任教授 分担 150,000 慢性活動性 EBV 病の疾患レジストリ情報 
    に基づく病型別根治療法の確立
内科学（リウマチ・膠原病・アレルギー内科） 主任教授 分担 200,000 自己免疫疾患に関する調査研究
 准教授 分担 95,000 関節リウマチ診療ガイドラインの改訂によ 
    る医療水準の向上に関する研究
 准教授 分担 200,000 難治性血管炎の医療水準・患者 QOL 向上に資する研究
 准教授 分担 1,400,000 自己免疫疾患に関する調査研究
 講　師 分担 250,000 ベーチェット病に関する調査研究
神経精神科学 教　授 分担 1,200,000 効果的な集団精神療法の施行と普及および体制構築に資する研究
小児科学 主任教授 分担 1,300,000 子どもの死を検証し予防に活かす包括的制度を確立するための研究
 主任教授 分担 200,000 小児科医師確保計画を踏まえた小児医療の確保についての政策研究
 特任教授 分担 1,200,000 子どもの死を検証し予防に活かす包括的制度を確立するための研究
 講　師 分担 300,000 子どもの死を検証し予防に活かす包括的制度を確立するための研究
 講　師 分担 2,000,000 非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血友病等患 
    者の長期療養体制の構築に関する患者参加型研究
 助　教 分担 200,000 マイクロアレイ染色体検査で明らかになる染色体微細構造異 
    常症候群を示す小児から成人の診断・診療体制の構築
脳神経外科学 教　授 分担 900,000 プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究
放射線医学 主任教授 分担 750,000 難治性血管腫・脈管奇形・血管奇形・リンパ管腫・ 
    リンパ管腫症および関連疾患についての調査研究
救急医学 主任教授 分担 100,000 臨床検査技師、臨床工学技士、診療放射線技師のタスクシフ 
    テイング / タスクシェアリングの安全性と有効性評価
リハビリテーション医学 主任教授 分担 200,000 HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連携体 
    制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改訂
難治性疾患病態制御学 准教授 分担 200,000 HAM ならびに類縁疾患の患者レジストリによる診療連携体 
    制および相談機能の強化と診療ガイドラインの改訂
臨床検査医学 教　授 分担 300,000 ライソゾーム病、ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィ
    ―を含む）における 良質かつ適切な医療の実現に向けた体 
    制の構築とその実装に関する研究

生理学 講　師 2,200,000 シナプス形成におけるオートファジーの役割の解明
予防医学 主任教授 4,700,000 無機ヒ素暴露による Nrf2 活性化の低下が引き起こす認知機能障害の解明
 講　師 2,400,000 子育て世代の受援力向上に向けた包括的アプローチ
内科学（消化器内科） 主任教授 4,300,000 クロマチン立体構造からの細胞系譜解析を用いた膵癌新規分子標的の同定と検証
内科学（脳神経内科） 主任教授 5,200,000 HAM のシングルセル遺伝子発現解析による疾患特異的な免疫異常発現機構の解明
神経精神科学 教　授 1,400,000 うつ病に対するインターネット支援型認知行動療法の効果検証と普及法の確立
産婦人科学 主任教授 3,800,000 がんサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存療法の革新的な技術開発
応用分子腫瘍学 大学院教授 4,300,000 乳がんにおける内分泌療法耐性獲得メカニズムの解析
バイオインフォマティクス学 大学院教授 7,200,000 人工知能・新型ゲノムデータ駆動型アプローチ 
   に基づく革新的胃癌統合医療の創成
解剖学 主任教授 1,200,000 習慣的有酸素運動による加齢腎の進行予防メカニズムの解明−筋腎連関の可能性
生理学 准教授 800,000 生殖イベントが海馬の可塑性機能を変容する分子基盤
 講　師 700,000 視床下部性性腺機能抑制における視索前野領域ミクログリアの役割の証明
 講　師 700,000 痛み行動の性差発現における分界条床核背外側 CRH ニューロンの役割
 講　師 1,000,000 オリゴデンドロサイト前駆細胞による視床下部 
   を介した代謝調節機構に関する研究
 助　教 900,000 IL-4 の作用を利用した新たなサルコペニア治療法の確立
 研究技術員 1,500,000 ケトン食摂取による運動模倣効果の解明
生化学 主任教授 1,000,000 Layilin を中心とした関節リウマチの滑膜増殖機構の解明
微生物学 主任教授 800,000 多剤耐性腸内細菌科細菌の耐性機序とバイオ  
   フィルムが耐性に及ぼす影響に関する研究
薬理学 主任教授 400,000 胎仔心筋細胞増殖機構 Hipp-Yap 経路に着目した心不全治療応用への基盤研究
 准教授 600,000 腫瘍循環器リハビリテーションの QOL に着目した効果の検証
 助　教 1,000,000 結晶成長における脱水和・脱溶媒和の影響
免疫学・病害動物学 主任教授 1,000,000 CNS ループス病態における免疫細胞の遊走制御機構の解明
 客員教授 600,000 認知症動物の神経細胞移植による認知機能改善 
   にリーリン / エフリン経路が果たす役割
 名誉教授 1,000,000 片麻痺モデルへの神経細胞シート移植とリーリ 
   ン / エフリン経路の臨床応用の可能性
 准教授 1,400,000 中枢神経炎症性脱髄疾患における Reelin による神経再生機序の解明
 准教授 1,300,000 ベーチェット病におけるＩｇＡ結合型腸内細菌 
   を利用した治療反応性および予後予測
 助　教 800,000 認知症の予防と根治を目指した細胞移植療法の開発
予防医学 准教授 900,000 無機ヒ素とマンガンの複合暴露による脳神経細胞障害における相互作用の解明
スポーツ医学 准教授 200,000 COVID-19 流行下でのスポーツイベント開催は大会関係者の感染率に影響するか
 講　師 500,000 小児における脳振盪後の競技復帰までの生理心理学的評価の試み
 非常勤講師 1,000,000 軟骨・半月細胞の機械的ストレスに応答する核 
   酸修復・エネルギー代謝の解析と治療開発
内科学（総合診療内科） 主任教授 100,000 国民、医師を対象とした総合診療専門医に関するニーズ調査
内科学（循環器内科） 講　師 600,000 心臓 MRI による拡張型心筋症の経時的線維化進展に関する研究
 非常勤講師 200,000 超高齢化社会 !! 本邦の脳血管病の発症と気象大気汚染の関係とそのかかる医療費
内科学（消化器内科） 教　授 900,000 膵癌等を標的とする革新的消化器系新規腫瘍  
   マーカー・ラミニンγ２とその機能解析
 教　授 900,000 視線追跡装置を用いた消化器内視鏡治療技術の 
   可視化によるトレーニングシステム開発
 特任教授 700,000 ウイルスゲノム組み込みと生体機能情報のリア 
   ルタイム血中可視化による子宮頸癌の制御
 准教授 1,200,000 肝細胞造影能を持つ新規 X 線造影剤の特性検討
 准教授 1,100,000 microRNA フィールド破綻に基づく B 型肝炎  
   の発がんリスク診断および治療法開発
 非常勤講師 1,500,000 ヒト・ピロリ菌分子マーカー＋内視鏡 AI  
   診断による超早期胃がん診断パネルの構築
内科学（腎臓・高血圧内科） 主任教授 1,200,000 腎代替療法選択における SDM の質評価法の確  
   立とその決定因子の臨床疫学的検討
 教　授 200,000 慢性腎臓病患者のヘルスリテラシーと患者予後の改善に向けたコホート研究
内科学（代謝・内分泌内科） 主任教授 600,000 疾患 iPS 細胞を用いた骨格筋代謝におけるミトコンドリア機能の意義の解明
内科学（脳神経内科） 教　授 100,000 4D Flow MRI の潜因性脳梗塞の塞栓源検索における有用性
 教　授 900,000 パーキンソン病の垂直姿勢保持困難への主観的垂直位測定による評価手法の確立

 講　師 900,000 ウェアラブル端末を用いた多発性硬化症患者の QoL 評価方法の開発
内科学（リウマチ・膠原病・アレルギー内科） 主任教授 1,000,000 免疫チェックポイント阻害療法副作用マネージ 
   メントのための免疫モニタリング法の樹立
 講　師 400,000 自己免疫疾患における新規 T 細胞及び B 細胞サブセットの動態及び機能解析
小児科学 主任教授 1,000,000 院内心停止等ビッグデータを用いた小児医療環 
   境の医療安全指標にかかる多施設共同研究
 教　授 1,200,000 新生児診療支援システムを用いた診療・特定認 
   定看護師の臨床推論力の向上に関する研究
 教　授 1,000,000 フォンタン術後の遠隔期合併症発症予防に  
   EMS を用いたリハビリテーションは有効か？
 特任教授 1,200,000 横隔膜呼吸筋の電気活動を中心とした多角的評価方法の確立
 准教授 200,000 沈降精製百日せきジフテリア破傷風混合ワクチンの接種部位別の局所反応の比較
外科学（心臓血管外科） 准教授 2,000,000 心臓血管外科手術データベースの国際比較と手術リスクモデルの構築
外科学（呼吸器外科） 教　授 1,000,000 自己細胞を用いた気管の再生
外科学（小児外科） 准教授 1,500,000  臍帯間葉系幹細胞を用いた先天性横隔膜ヘルニ 
   アの低形成肺に対する新規治療の開発
脳神経外科学 主任教授 1,300,000 脳・脊髄損傷に対する新規治療： 造血サイトカ
   イン髄腔内投与療法の有効性の検討
 講　師 800,000 スポーツ関連脳振盪による障害程度と回復過程を眼球運動により定量化する研究
整形外科学 教　授 700,000 T1 ρマッピングによる移植軟骨の再生過程の解明と競技復帰基準の確立
 教　授 600,000 脊柱変形における椎間板変性・Modic 変性が起こるメカニズムの解明
 非常勤講師 1,400,000 スクレロスチンが引き起こす筋量低下を解明し 
   サルコペニアの治療や予防を開発する研究
形成外科学 主任教授 2,200,000 自家培養表皮移植による乳房再建時の乳頭乳輪の色調調節
 講　師 700,000 未知の機能的リンパ管解剖の探求からリンパ浮 
   腫外科治療の効果を向上させる研究
皮膚科学 准教授 1,100,000 皮膚悪性リンパ腫の包括的な病態解明による新規治療法の提案
 主任教授 1,100,000 各種 MEK 阻害薬の抗 PD-1 抗体併用時における悪性黒色腫腫瘍免疫への効果
腎泌尿器外科学 主任教授 1,000,000 尿中 CD55/CD9 共陽性エクソソームを標的と  
   した膀胱癌の新規診断・治療法の確立
 教　授 1,300,000 形質細胞様樹状細胞に着目した腎自発免疫寛容 
   の解明−ヒト腎免疫寛容誘導への治療戦略
 教　授 1,200,000 尿路感染症に特異的なエクソソームを検出する 
   高感度迅速検査法による鑑別診断の試み
産婦人科学 教　授 700,000 子宮頸管粘液を用いたレクチン、糖鎖による子 
   宮体がんの新規診断検査法の開発
 教　授 1,300,000 子宮内膜を標的移植部位とした非侵襲的卵巣組織異所性移植法の開発
 助　教 1,500,000 産科危機的出血における微細超音波血流ドプラ 
   を用いた病態診断と病態別止血法の開発
 研究技術員 1,100,000 神経変性から生殖を紐解く
眼科学 教　授 1,200,000 視神経障害における軸索再生を妨げない軸索保護経路の解明
耳鼻咽喉科学 特任教授 100,000 疑似回転・疑似直線視覚刺激を用いた前庭動眼 
   反射の可塑性におけるモダリティーの検証
 研究員 800,000 前庭眼反射を指標とした空間知覚の多種感覚比 
   較による「酔い」予測方法の開発
救急医学 教　授 800,000 Track and Trigger による自動的 RRS 起動システム開発・多施設検証
 特任教授 1,800,000 一酸化炭素（CO）中毒の光照射治療法−シミ  
   レーションモデルによる実験方法−
 講　師 700,000 Refeeding 症候群高リスクの重症患者に対する至適栄養療法の多施設介入研究
リハビリテーション医学 主任教授 800,000 COVID-19 感染症後の筋痛性脳脊髄炎 / 慢性疲労症候群に対する rTMS の有効性
難治性疾患病態制御学 大学院教授 1,000,000 機械的ストレスに応答する軟骨の核酸修復とエ 
   ネルギー代謝の相関解析、治療法への応用
難病治療研究センター 准教授 1,000,000 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症における疾患特 
   異的マーカーの検出とその人種別評価
難病治療研究センター 准教授 1,200,000 難治性 SPACIA1 依存的関節リウマチのバイオマーカー探索と薬剤標的の検討
難病治療研究センター 准教授 1,400,000 卵巣組織凍結 Vitrification 法における新規凍結融解方法の確立
難病治療研究センター 講　師 700,000 自然免疫系を標的とした新規 HAM 発症機序の解明
難病治療研究センター 助　教 1,000,000 HAM における免疫系と神経系の細胞間ダイナミクスによる神経障害機構の解明

鈴木　　登
山野　嘉久

川瀬　弘一

鈴木　　直

鈴木　　直

渡邉　俊樹

髙田　礼子

髙田　礼子

家　　研也

曽根　正勝

曽根　正勝
方波見卓行
山野　嘉久

山野　嘉久

山野　嘉久
山野　嘉久
秋山　久尚

井端　啓二
髙田　礼子
木村美也子
立石　敬介
山野　嘉久
中川　敦夫
鈴木　　直
太田　智彦
山本　博幸

池森　敦子
長谷　　都
藤岡　仁美
萩原　裕子
福島　　篤

黒坂　光寿
掛橋　千彰
加藤　智啓
竹村　　弘

松本　直樹
木田　圭亮
大滝　正訓
宮部　斉重
高井　憲治

鈴木　　登

有光なぎさ
清水　　潤

水上　喜久
人見　敏明
足利　光平
谷田部かなか
油井　直子

大平　善之
中島育太郎
米山　喜平
安田　　宏

前畑　忠輝

伊東　文生

松本　伸行
高橋　秀明

渡邊　嘉行

柴垣　有吾

櫻田　　勉
曽根　正勝
秋山　久尚
白石　　真

新井　文子

川畑　仁人
杉原　毅彦

杉原　毅彦
杉原　毅彦
永渕　裕子
中川　敦夫
清水　直樹
清水　直樹
川口　敦
松永　綾子
長江　千愛

今泉　太一

太組　一朗
三村　秀文

藤谷　茂樹

佐々木信幸

田辺健一郎

右田　王介

櫻井　謙三
川畑　仁人

今村　　充
清水　直樹

北東　　功

麻生健太郎

川口　　敦
勝田　友博
縄田　　寛
小島　宏司
新開　統子

村田　英俊

小野寺英孝
原口　直樹
赤澤　　努
小林　哲士

梶川　明義
関　　征央

宮垣　朝光
門野　岳史
菊地　栄次

篠田　和伸

中澤　龍斗

戸澤　晃子

高江　正道
西村　陽子

高橋　則行
北岡　康史
肥塚　　泉

加藤　弓子

吉田　　徹
平　　泰彦

若竹　春明
佐々木信幸
遊道　和雄

唐澤　里江

藤井　亮爾
杉下　陽堂
八木下尚子
新谷奈津美



（ 11 ）2023 年（令和 5 年）5 月 31 日第 122 号 聖 マ リ ア ン ナ 医 大 新 聞

※所属・職位・氏名は、調査当時となっております。

令和5年3月31日現在

令和5年3月31日現在

研
究
活
動
　
　
　
　

　
ス
タ
ー
ト
支
援

令和4（2022）年度　文部科学省・（独）日本学術振興会　科学研究費助成事業　交付決定者一覧

令和4（2022）年度　国立研究開発法人日本医療研究開発機構委託研究開発費　交付決定者一覧
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：直接経費 研究課題名
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究（
Ｃ
）

所属 職位 氏名 交付額（円）
：直接経費 研究課題名

研
究
種
目

特別研究員
奨励費

挑戦的研究
（萌芽）

所属 職位 氏名 代表・分担 交付額（円）
：直接経費 研究課題名 所属 職位 氏名 代表・分担 交付額（円）

：直接経費 研究課題名

令和3（2021）年度　公的・民間助成金（競争的獲得資金）獲得状況一覧
所属 職位 氏名 助成事業名助成機関名 研究課題名 金額（単位：円）

 解剖学（機能組織） 主任教授 （公財）大樹生命厚生財団 第 54 回医学研究助成 運動による筋腎連関を介した加齢に伴う慢性腎臓病（加齢腎）の進行抑制メカニズムの解明  1,000,000
 生理学（物理学） 助　教 （国研）宇宙航空研究開発機構 第 6 回研究提案募集 月面探査と土木建築でのデュアルユースを視野に入れた次世代型の中性子水モニタの開発 1,181,819
 微生物学 講　師 公益信託 臨床検査医学 令和 3 年度研究奨励金 迅速一塩基多型検出アッセイを用いた薬剤耐性遺伝子の亜型分類法の構築による 500,000
   研究振興財団  カルバペネム耐性菌感染症に対する抗菌薬選択の指針
 免疫学・病害動物学 非常勤講師 （公財）喫煙科学研究財団 令和 3 年度研究助成 ヒト iPS 細胞由来神経細胞移植とニコチン投与を併用した認知症治療法開発の試み 2,000,000
 内科学（循環器内科） 講　師 （公財）福田記念医療技術 2021 年度共同研究助成 心房細動アブレーション後第 1 病日に施行した 24 時間ホルター心電図から得られた 2,000,000
   振興財団  心房期外収縮の動向と慢性期の心房細動再発との関連性を調べる研究
 内科学（代謝・内分泌内科） 主任教授 （公財）喫煙科学研究財団 研究助成 ヒト /iPS 細胞におけるニコチン性アセチルコリン受容体発現の意義の解析 5,000,000
 内科学（代謝・内分泌内科 主任教授 （公財）成長科学協会 ノルディサイエンス研究 高齢者の成人型成長ホルモン分泌不全症における成長ホルモン投与の有効性の検討 900,000
 内科学（代謝・内分泌内科） 主任教授 （公財）テルモ生命科学振興財団 研究開発助成金 ミトコンドリア機能が臓器に及ぼす影響の in vitro 解析系の開発 2,000,000
 内科学（代謝・内分泌内科） 主任教授 （公社）日本糖尿病協会 研究・教育基金研究助成 糖尿病ケトーシスの診断における呼気アセトン濃度測定の有用性の検証と応用の検討 800,000
 内科学（血液・腫瘍内科） 主任教授 （一社）日本血液学会 研究助成事業 慢性活動性 EB ウイルス感染症発症の背景因子としての細菌叢の意義 300,000
 小児科学 教　授 （国研）科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 新生児のための診療支援システムの拡充を通じた重症化予防プロジェクト 5,500,000
 放射線医学 主任教授 （国研）国立がん研究センター 2021 年度国立がん研究 陽子線治療の高精度技術の標準化とその評価方法確立 150,000
    センター研究開発費
 皮膚科学 准教授 （公財）マルホ・高木皮膚科学振興財団 第 6 回高木賞助成金 皮膚 T 細胞リンパ腫の新規治療標的となる表面分子の探索 5,000,000
 感染症学 大学院生 （一財）杜の都医学振興財団 2021 年度（第 1 回）助成金 緑膿菌における鉄を介した Psl と PslG によるバイオフィルム生成阻　害に関する研究 500,000
 応用分子腫瘍学 研究員 （公財）持田記念医学薬学 2021 年度研究助成金（免疫 / アレルギー PD-1/PD-L1 による免疫寛容の獲得の分子制御機構の解明 3,000,000
    / 炎症の治療ならびに制御に関する研究）
 応用分子腫瘍学 研究員 （公財）住友財団 2021 年度基礎科学研究助成 アセチル化・ユビキチン化を標的とした乳癌の新規合成致死療法の開発 1,500,000
 応用分子腫瘍学 研究員 （公財）SGH 財団 第 33 回 SGH がん研究助成 免疫チェックポイント分子を標的とした乳癌の転移・浸潤制御機構の解明 1,500,000
 医療情報処理技術応用研究分野 大学院教授 （国研）科学技術振興機構 研究成果展開事業 人工知能デジタル聴診デバイスの開発：コロナウイルス肺炎の早期診断・重症化予測 2,300,000
 医療情報処理技術応用研究分野 研究技術員 神奈川県産業労働局 令和 3 年度公募型 LOVE をはぐくむ家族型ロボット「LOVOT（ラボット）」開発事業 353,739
    「ロボット実証実験支援事業」

免疫学・病害動物学 主任教授 代表 2,200,000 脳内インビボイメージングシステムによる
    ウイルス性脳炎の病態解明への挑戦
 主任教授 代表 3,076,923 Mechanical and molecular dissections of spatiotemporal 
    immune interactions in intestinal inflammation
内科学（脳神経内科） 主任教授 代表 13,661,539  新規 HTLV-1 感染モデルを用いた HAM 
    の発症予防法・治療法の開発
 主任教授 代表 5,950,000  HAM・HTLV-1 陽性難治性疾患の患者レ 
    ジストリ活用によるエビデンス創出
内科学（血液・腫瘍内科） 主任教授 代表 5,000,000  新規核酸医薬を用いた難治性血液疾患の病態解明
 主任教授 代表 1,150,000  診療ガイドライン掲載のためのエビデンス創出を目 
    指した慢性活動性 EB ウイルス感染症とその類縁疾患
    のレジストリ強化・病態解析・治療法の開発
リウマチ・膠原病・アレルギー内科 教　授 代表 32,500,000 RS ウイルス感染による新生児、乳児及び幼児を対象としたパリ 
    ビズマブの多施設医師主導治験の推進（新規ハイリスク患者対象）
内科学（循環器内科） 主任教授 分担 400,000  心臓核医学検査による特発性心筋症病態層別化指標の確立
内科学（脳神経内科） 主任教授 分担 2,384,616  HTLV-1 の総合的な感染対策に資する
医療情報実用化マネジメント学 特任教授   研究  
内科学（脳神経内科） 主任教授 分担 2,300,000  HTLV-1 関連疾患の発症リスク、進展メカニズムに関す
    るオミックス統合解析と発症予防に資する基盤的研究
 主任教授 分担 11,000,000  難病プラットフォームの利活用による難病 
    医療に資する成果の創出と社会実装
 主任教授 分担 7,100,000  成人 T 細胞白血病に対する移植後シクロフォスファ 
    ミドを用いた非血縁者間末梢血幹細胞移植法の確立 
    と移植後再発への対策に関する研究
 主任教授 分担 4,000,000  難病のゲノム医療推進に向けた全ゲノム解 
    析基盤に関する研究開発
 主任教授 分担 1,500,000  多層的シングルセル研究による HTLV-1 関連病態予
    測サロゲートマーカーの探索とその臨床応用
 主任教授 分担 3,000,000  患者レジストリを活用した沖縄型神経原性 
    筋萎縮症のエビデンス創出研究
 診療教授 分担 0  新規血栓溶解薬テネクテプラーゼの脳梗塞急性期再 
    灌流療法への臨床応用を目指した研究
内科学（血液・腫瘍内科） 主任教授 分担 1,000,000  Epstein-Barr ウイルスによる T/NK 白血病・リ 
    ンパ腫治療薬候補 S-FMAU の非臨床試験
内科学（リウマチ・膠原病アレルギー内科） 主任教授 分担 300,000  免疫担当細胞 eQTL データを用いた免疫介在性疾患 
    ゲノム情報からの層別化および予後予測モデルの構築
 主任教授 分担 300,000  顕微鏡的多発血管炎および多発血管炎性肉芽腫症に対するト 

    シリズマブの有効性、安全性、薬物動態に関する医師主導治験
 准教授 分担 500,000  高齢発症関節リウマチ患者の健康寿命延伸を目指した治療戦略の確立
 助　教 分担 100,000  自己免疫性疾患の臓器病変局所におけるシングルセル RNA シークエン 
    スを用いたマルチオミックス解析による病態解明基盤の構築
神経精神科学 教　授 分担 2,000,000  医療情報を統合したうつ病の治療最適化に資するシステムの開発
小児科学 教　授 分担 100,000  小児・AYA 世代の限局期成熟 B 細胞性リ 
    ンパ腫に対する標準的治療開発
 教　授 分担 70,000  小児リンパ腫に対する新規治療法の実用化を目指した研究
 准教授 分担 4,000,000  保健・医療・介護・行政データを統合した大規模データベースを 
    活用したワクチンの有効性・安全性の検証に資する研究開発
外科学（呼吸器外科） 主任教授 分担 100,000  臨床病期Ⅰ / Ⅱ期非小細胞肺癌におけるリンパ節郭清の縮小 
    化の治療的意義を検証するランダム化比較試験
外科学（小児外科） 講　師 分担 100,000  リンパ管奇形に対する越婢加朮湯の効果を評価する臨床研究
外科学（乳腺・内分泌外科） 主任教授 分担 1,000,000 非浸潤性乳がんの治療精密化に資する、多細胞遺伝 
    子ネットワークに基づく新規リスク診断法の開発
産婦人科学 主任教授 分担 100,000  卵巣癌早期発見のための AI 血液診断モデルの開発−癌関連 
    糖蛋白と網羅的血清糖ペプチドピークデータを用いて− 
 教　授 分担 10,000  妊娠 28 週未満発症の早産期前期破水妊婦に対するアジスロ 
    マイシン投与による気管支肺異形成の予防法の開発
耳鼻咽喉科学 主任教授 分担 700,000 真珠腫性中耳炎に対する自己由来鼻腔粘膜細胞シー 
    ト移植治療に関するフォローアップ治験
放射線医学 主任教授 分担 1,000,000 肺尖部胸壁浸潤癌に対する化学放射線療法後の術前後デュル 
    バルマブもしくはデュルバルマブ維持療法を併用した集学的 
    治療に関する単群検証的試験（JCOG1807C）
放射線医学 主任教授 分担 300,000 直腸癌局所再発に対する標準治療確立のための研究開発
救急医学 主任教授 分担 5,000,000 COVID-19 を含む公衆衛生危機管理上、医薬品等の確保が必要 
    な感染症に係る臨床研究を迅速かつ効率的に進めるための研究
救急医学 主任教授 分担 33,500,000  ドネペジルのドラッグリポジショニングによる  
内科学（総合診療内科） 准教授   COVID-19 後遺症治療薬の開発−精神症状治療薬への 
    リポジショニング−  
臨床腫瘍学 主任教授 分担 1,000,000 SCRUM-Japan GI-SCREEN 基盤を活用した血液循環腫瘍 
    DNA ゲノムスクリーニングに基づく HER2 遺伝子異常を有 
    する固形がんに対する DS-8201a の医師主導治験
感染症学 主任教授 分担 400,000 感染症対策における数理モデルの拡大的活用研究
医療情報実用化マネジメント学 非常勤講師 分担 500,000 遺伝子情報に基づくトランスサイレチンアミロイドーシスの病態 
    解明および個別化医療の実現を目的としたエビデンス創出研究

難病治療研究センター 研究技術員 1,000,000 滑膜線維芽細胞において炎症性サイトカインで 
   誘導される CDK6 の作用点の解明
大学院アイソトープ研究施設 講　師 3,100,000 放射性同位元素標識プラスミドを用いた低線量内部被ばく影響の数値化
内科学（総合診療内科） 准教授 1,700,000 患者積極性向上に着目した新たな処方適正化プロトコルの開発
内科学（循環器内科） 助　教 1,000,000 二次性三尖弁閉鎖不全症における負荷心エコー検査の有用性
内科学（消化器内科） 助　教 1,300,000 胃液、胆汁、血液を用いた新規癌診断法におけ 
   るラミニンγ 2 単鎖の有用性の解析
内科学（腎臓・高血圧内科） 講　師 100,000 腎移植ドナーを対象とした運動療法の有効性について
 非常勤講師 600,000 習慣的有酸素運動による臓器連関を介した糖尿 
   病性腎臓病の予防メカニズムの解明
内科学（血液・腫瘍内科） 非常勤講師 900,000 EBV 感染腫瘍細胞の根絶を目指した慢性活動性 EB ウイルス感染症治療法の開発
 助　教 600,000 サイトカインプロファイリングに注目した CAEBV の病態解明と治療法の開発
内科学（リウマチ・膠原病・アレルギー内科） 助　教 800,000 自己免疫疾患特異的な末梢性ヘルパＴ細胞と疾 
   患治療効果に伴う遺伝子発現の動的観察
神経精神科学 教　授 800,000 レビー小体病に由来する老年期精神障害に関する 18F-FDG PET 所見の検討
小児科学 講　師 800,000 大学病院における動物介在療法の有効性の評価
 助　教 400,000 機械学習を用いた新生児自発運動評価法の開発
整形外科学 助　教 300,000 外反母趾の病態と新たな治療法確立のための第 1TMT 関節の解剖学的研究
 助　教 900,000 生理的・病的荷重ストレスに応答する軟骨核酸 
   修復・エネルギー代謝の解析と、治療応用
 助　教 900,000 動力源として人工筋肉を装備する生体適合性人 
   工骨・軟骨一体型バイオマテリアルの創製

腎泌尿器外科学 講　師 1,200,000 Nitazoxanide を中心とした多剤併用による膀胱癌の新たな治療戦略の確立
 助　教 1,100,000 miRNA-146a-5p を用いた膀胱癌の新規診断・治療法の開発とその機能解析
産婦人科学 助　教 1,800,000 人工卵巣を用いたマウス原始卵胞発育の機能的解析
 研究員 400,000 卵子の加齢および化学的ストレスがエピジェネティクスに与える影響の解明
耳鼻咽喉科学 助　教 200,000 鼻閉が及ぼす持続的運動と間欠的運動への影響と治療適応の解析
放射線医学 講　師 700,000 再起型ニューラルネットワークと MR 画像を用 
   いた頭頸部癌放射線化学療法の予後予測
麻酔学 准教授 100,000 TAVI 後急性腎障害の早期診断に有用な新規バイオマーカーの確立
 准教授 400,000 集中治療室における睡眠覚醒リズム障害の検出・せん妄予防の新手法
 助　教 500,000 動作分析ソフトを用いた臨床現場での気管挿管操作時の動作解析
救急医学 講　師 500,000 急性期病院と周辺関連施設の薬剤耐性菌の疫学 
   的リンクおよび感染予防管理に関する研究
難治性疾患病態制御学 特任助教 900,000 慢性活動性 EB ウイルス感染症における血管障害発症機構の解明と治療法の開発
難病治療研究センター 助　教 2,100,000 未受精卵子体外培養及び未受精卵子凍結におけ 
   る卵子ミトコンドリア動態を解明する
 研究技術員 1,200,000 多くの癌での予後不良因子 PLK1 の過剰発現と 
   PARP 阻害剤と DNA 損傷修復の関係
内科学（代謝・内分泌内科） 助　教 1,200,000 糖尿病患者における在宅で可能なレジスタンス
   動のプロトコル確立及び効果検証
整形外科学 助　教 1,100,000 砂浜での競技環境が足部機能に与える影響
眼科学 助　教 700,000 PPAR αアゴニストによる神経保護効果と分子制御機構の解明
応用分子腫瘍学 特任講師 1,000,000 PD-L1 による DNA 損傷修復制御機構の解明
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附属病院  施設だより附属病院  施設だより

去る 2023 年 1 月 14 日（土）に多摩
病院の講堂を利用し、川崎市北部地
域の医療機関や保健所などの行政が
一堂に会した感染対策合同訓練が実
施されました。

同訓練は、長島病院長が代表を務
める「KAWASAKI 地域感染制御協
議会」が主催する訓練として実施さ
れ、昨春から準備を進め、８月のプ
レ訓練を経ての開催となりました。
　適切な医療の提供や行政との連携
を確認し、課題を抽出する机上訓練
で、市内での新興・再興感染症が集
団発生したことを想定した内容で訓
練が行われました。

当日は、多摩病院と聖マリアンナ
医科大学病院、新百合ヶ丘総合病院、
麻生総合病院の医療従事者に加え、

多摩区と麻生区および宮前区の保健
所、川崎市健康安全研究所職員ら計
約 40 人が参集した他に、川崎市医
師会会員の開業医など 52 名もオン
ラインで参加しました。

訓練は 40 分間で、各医療機関が
架空のクリニックまたは総合病院
の役割を担当し、何らかの感染症状
を呈する患者が受診したことを想定
し、各施設や行政との連携を確認し
ながら対応が検討され、参加者は診
断や検査の要点、保健所に伝えるべ
き事項など各対応について課題が共
有されました。

このような訓練は、国内でもまれ
で、これまで防災や災害訓練などで、
行政を交えた訓練は実施されており
ましたが、感染症を主とする訓練は
行われていませんでした。

新型コロナウイルス感染症が国内
で初めて確認されてから 3 年以上が
経過し、5 月 8 日には 5 類への引き
下げが行われることが決定していま
す。今後、新たに発生する感染症に
備え、同訓練が継続していくことに
期待しております。

事務部　参与　桑折正美

サービス向上委員会には、患者さ
ん、職員より意見が届きます（患者
さんは院内に設置のご意見箱で受
付、職員はご意見箱およびご意見
メールで受付）。

継続的に届く意見にトイレの内容
があります。

入院患者さんはベッドからトイレ
に行って戻ってくるという行為自体
が療養生活の大事な時間です。外来
患者さんは、待ち時間から診察、検
査、会計までの間にほとんどの方が
トイレを使用します。清掃の方より、
男性患者さんからサニタリーボック
スの有無を問われたことがある、男
性トイレに汚物がそのまま置いて

あったなどの意見も届きました。職
員も勤務時間内にトイレに行かない
方はいないと思います。
「3K（くさい、きたない、くらい）

+ 使いづらい」を解消するためには、
清潔感があり使いやすい環境にする
必要があります。また、転倒防止策、
感染リスク制御、快適性（清潔感）
にも配慮する必要がありますが、ま
ずはトイレラウンドにて実態を把握
し、その上で大きな費用をかけずに
できることに取り組みました。

オストメイトトイレがあることを
職員が知らないことも分かりまし
た。小さな取り組みですが、地道に
活動を継続して啓発することが大事
だと思います。そして 1 人でも多く
の職員に関わって頂く工夫も大事だ
と思いました。

総務課　主幹　阿部征子

2022 年 12 月 15 日（木）に 2 回目と
なる卒後臨床研修評価機構（JCEP）
の訪問審査を受審しました。卒後臨
床研修評価機構とは臨床研修病院に
おける研修プログラムの評価や人材
育成、研修医が働きやすい環境にあ
るかなど全 86 項目の評価を書面な
らびにサーベイヤーによる訪問審査
によって行われます。評価項目の中
には、研修施設としての充実度や臨
床研修指導医への評価はもちろんの
こと、研修医の衣食住の環境が整っ
ているかなども評価の対象となりま
す。当日は、病院長、副院長をはじ
め臨床研修センター関係者、看護部、
コメディカルの方々を含めた全職員
で対応しました。サーベイヤー 3 名

（医師 2 名、事務 1 名）によって、書

類確認から始まり、面接調査、関係
部署訪問、症例発表、研修医インタ
ビューなどが行われ、1 日を通して
西部病院が医師だけではなく看護
師、コメディカルも含めた病院全体
で研修医を育てている環境である
ことをアピールできたと思います。
サーベイヤーからも「豊富な臨床実
績とともに充実した臨床研修の場を
提供して研修医の育成に大きく貢献
していると共に、研修医の満足度の
高さからも臨床研修に対する真摯な
姿勢は高く評価される」との講評を
いただきました。1 月 1 日付にて 4
年間の更新認定を受けることができ
ました。引き続きより良い臨床研修
病院となるよう取り組んでまいりま
す。

臨床研修センター　センター長
小林俊也

当ブレスト＆イメージングセン
ターは、小田急線新百合ヶ丘駅から
徒歩約5分、川崎市立アートセンター
のお隣のビルにあります。写真は、
当院の職員ラウンジからアートセン
ターの屋上を撮ったものです。

毎年 GW ごろになると、このよう
につつじが見事に咲き誇ります。

当院の開院の数カ月後、このつつ
じを初めて見たときの驚きと感動が
忘れられません。まさかビルの屋上
に、こんなにキレイな花が咲いてい
るなんて！と皆でこぞって写真を撮
りました。

ただ、この満開のつつじを見るこ
とができるのは、我々のビルと、通
りを挟んだお向かいのビルの上層階
からのみなのです。それ以外からは
決して見ることができず、ひっそり
と咲いています。

毎年このキレイなつつじを見るた
びに、特等席で見ることができるこ
とを感謝しつつも、多くの方に見て
いただけない残念さも感じます。人
知れず咲いているからこその美しさ

かもしれません。たまに管理の方を
見かけると、陰ながらありがとうと
言っています。

写真でも見られるように、ところ
どころに欠けている部分があります。
これは、数年前の夏の渇水のときに、
枯れてしまったものです。当時、ど
んどん枯れていくつつじを見るのも、
忍びないものでした。枝が黒っぽく
なっていく様子は、つつじが苦しん
でいるようにも感じました。

今年もまた、この花が美しく咲く
季節がめぐってきます。ささやかな、
でも贅沢な「秘密の花園」を楽しみ
たいと思っています。

秘書　大多和まや

❖ ブレスト＆イメージング先端医療センター附属クリニック ❖

つつじ

❖ 東　横　病　院 ❖

トイレラウンドの実施

❖ 西　部　病　院 ❖

卒後臨床研修評価機構（JCEP）認定

❖ 多　摩　病　院 ❖

川崎北部医療機関で感染症の危機備え訓練実施

（2023 年 4 月 1 日現在）聖マリアンナ医大新聞編集委員会　委員名簿

※聖マリアンナ医大新聞は、年 3回以
上各 10,000 部を発行し各部署、附
属病院、附属施設、名誉教授、聖医
会、保護者会、教育関連病院、官公
庁他に配布しております。

●委員長	 藤谷博人［スポーツ医学	主任教授］
●委　員	 舩橋利也［生理学	主任教授］／竹村　弘［微生物学	主任教授］	／大平善之［総	
	 合診療内科学	主任教授］／丸井祐二［腎泌尿器外科学	教授］／安藤久美子［神	
	 経精神科学	准教授］／鈴木昌子［看護専門学校	校長］／中村孝史［総務部	部長］
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《取り組みの内容（一部）》
◇手洗いの水の温度が冷たい →「数秒間冷たい水が出ます」の掲示
◇女子トイレのサニタリーボックスが小さい → 大きなタイプに変更
◇男性トイレにサニタリーボックスの設置
　　　→ 誰でもトイレ（車いす・オストメイトトイレ）にサニタリー

　　　　　　 ボックスを設置
◇水洗ボタンの位置が分かりにくい → 分かりやすく掲示
◇杖を置く場所が無い → 杖ストッパ―の設置
◇車いす用トイレの扉に「使用中」の札が無い
　　　→「使用中、空室」のプレートを設置


